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山
と
科
學
者

コ
リ
ー

●
ケ
ラ
ス

・

フ
ィ
ン
チ
の

一
側
面

大

島

輝

夫

平
常
全
く
思

い
が
け
な
い
と
こ
ろ
で

山
に
開
す
る
記
事
に
出
會
う
と
嬉
し
い

が
、
特
に
そ
れ
が
私
と
関
係
の
深
い
科

學
者
に
開
す
る
事
で
あ
つ
た
り
す
る
と

尚
更
で
あ
る
。
そ
う
い
つ
た
も
の
の
中

で
最
近
氣
が
つ
い
た
も
の
を
記
し
て
み

よ
う
。

雑
誌

「
自
然
」
の
今
年
の
八
月
琥
に

原
光
雄
氏
が
ネ
オ
ン
、　
ヘ
リ
ウ
ム
等
稀

有
ガ
ス
の
褒
見
に
よ
リ
ノ
ー
ベ
ル
賞
を

貰

つ
た
ラ
ム
ゼ
ー
の
事
を
書
い
て
い
る

が
、
そ
の
中
に

「
一
八
九
六
年
に
お
け

る
ラ
ム
ゼ
ー
の
研
究
室
員
」
と
題
す
る

鳥
員
が
あ
り
、
か
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
開
拓

者
Ａ

・
Ｍ

ｏ
ケ
ラ
ス
も
篤

つ
て
い
る
。

未
だ
若
い
頃
の
も
の
で
残
念
な
が
ら
後

向
き
で
あ
る
が
横
に
廣
い
賓
に
が
つ
し

り
し
た
證
格
で
あ
る
。
所
で
同
じ
記
事

に
ラ
ム
ゼ
ー
の
高
弟
と
し
て
ヘ
リ
ウ
ム

等
の
嚢
見
を
助
け
後
に
ロ
ン
ド
ン
大
學

の
有
機
化
手
の
教
授
と
な
つ
た
コ
リ
ー

の
事
も
書

い
て
あ
る
が
、
も
し
か
し
た

ら
にマ
ン
メ
リ
ー
の
最
後
の
山
行
に
ナ
ン

が
パ
ル
バ
ッ
ト
ヘ
同
行
し
た
ノ
ル
マ
ン

コ
リ
ー
と
同

一
人
物
で
は
な
い
か
と

思
つ
て
調

べ
た
ら
や
は
り
そ
う
で
あ
つ

た
。Ｊ

ｏＮ
●
コ
リ
ー
の
一者
書

「ｏ
〓
Ｂ
げ
Ｆ
ｍ

Ｏ
Ｄ
絆Ｆ
①
】田
【口
””
】”
「
”
”
●
一
〇
絆ｒ
Φ
『　
ソ
ＡＯ
・

“
ュ
”
Ｆ

”
営
”
８
」
に
は
そ
の
ナ
ン
ガ

パ
ル
バ
ッ
ト
行
の
と
こ
ろ
に

「
ラ
ム
ゼ

ー
の
親
切
に
よ
り
参
加
云
々
」
と
書
い

て
あ
る
。

コ
リ
ー
が
マ
ン
メ
リ
ー
と
別

れ
て
か
ら
掃
英
を
急
い
だ
の
も
や
は
り

休
暇
の
関
係
が
あ

つ
た
様
に
思
わ
れ

る
。
丁
度
そ
の
前
年
く
ら
い
か
ら

一
九

〇
〇
年
に
か
け
て
ラ
ム
ゼ
ー
の
研
究
室

で
は
ア
ル
ゴ
ゾ
、　
ヘ
リ
ウ
ム
、
ク
リ
プ

ト
ン
、
キ
セ
ノ
ン
、
ネ
オ
ン
の
褒
見
が

相
次
ぎ
全
く
忙
し
い
最
中
だ
つ
た
わ
け

で
、

コ
リ
ー
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
出
か
け
る

直
前
に

（多
分
冬
か
ら
春
に
か
け
て
）

ヘ
リ
ツ
ム
に
開
す
る
秀
い
で
た
研
究
を

し
て
い
る

の
に

は
全
く

驚
く
外
は
な

い
。
日
本
に
も
ラ
ム
ゼ
ー
記
念
奨
學
生

の
制
度
が
あ
る
の
で
、
登
山
家
と
し
て

の
コ
リ
ー
よ
り
も
む
し
ろ
化
學
者
と
し

て
の
彼
に
接
し
た
日
本
人
の
方
が
多
い

事
と
思
わ
れ
る
。
ケ
ラ
ス
に
と
つ
て
は

コ
リ
ー
は
兄
弟
子
に
な
る
わ
け
で
ケ
ラ

ス
が
第

一
回
エ
ベ
ン
ス
ト
遠
征
の
途
上

チ
ベ
ッ
ト
で
病
死
し
た
時
、
ア
ル
バ
イ

ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
追
悼
文
を
書
い
た

人
が
コ
リ
ー
で
あ
つ
た
の
も
も
つ
と
も

な
わ
け
で
あ
る
。

「
自
然
」
に
は

一
九
五

一
年
二
月
琥

に
桶
谷
繁
雄
氏
が

「
國
際
電
子
願
微
鏡

會
議
」
の
事
を
書

い
て

い

る
中
に
も

「英
国
の
フ
ィ
ン
チ
教
授
が
會
議
の
冒

頭
講
演
を
行
い
六
尺
に
近
い
や
せ
型
の

如
何
に
も
英
國
人
ら
し
い
タ
イ
プ
で
、

昔
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
登
攀
を
し
た
元
氣
が
そ

の
ま
ゝ
残
つ
て
い
る
云
々
」
と
あ
り
、

筆
者
の
鴬
し
た
篤
員
も
の
つ
て
い
た
。

な
る
程
並
ん
で
い
る
外
人
よ
り
も
背
が

大
分
高
い
。

エ
ベ
ン
ス
ト
遠
征
の
最
初

か
ら
酸
素
吸
入
器
使
用
の
主
張
者
で
あ

り
、
何
時
も
そ
の
名
前
が
引
合
い
に
出

さ
れ
て
い
た
の
も
如
何
に
も
自
然
科
學

者
ら
し
く
、
今
年
の
英
国
の
成
功
の
最

大
の
原
因
の

一
つ
が
酸
素
吸
入
器
の
有

炊
な
利
用
で
あ
つ
た
事
と
あ
わ
せ
て
感

慨
が
深
い
。
Ｇ
・Ｉ
・
フ
ィ
ン
チ
教
授
は

現
在

「電
子
線
に
よ
る
表
面
構
造
の
研

究
」
等
で
有
名
で
あ
る
。

有
名
な
科
學
者
で
山
に
親
し
ん
だ
人

と
い
え
ば
十
月
に
末
朝
す
る
現
在
最
高

の
有
機
化
學
者
の

一
人
で
ノ
ー
ベ
ル
賞

も
貰
つ
て
い
る
英
國
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
教

授
も
夏
休
み
に
ス
イ
ス
に
行
き
ア
ル
プ

ス
に
登
る
の
を
何
よ
り
の
榮
し
み
と
し

て
い
た
と
い
う
事
で
あ
る
し
、
九
月
の

國
際
理
論
物
理
學
會
に
末
朝
す
る
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
ク
ー
ル
ソ
ン
教
授
も

「
日
本
に
行
く
時
は
山
靴
を
持

つ
て
ゆ

こ
う
」
と
云
つ
て
い
た
と
い
う
事
で
あ

る
。
ク
ー
ル
ソ
ン
教
授
も
分
子
構
造
の

研
究
で
戦
後
高
名
を
は
せ
て
い
る
物
理

學
者
で
あ
る
。
敦
學
者
の
中
で
は

一
九

二
〇
年
代
の
前
途
有
望
な
若
手
で
あ
つ

た
米
国
の
パ
ー
ン
イ
及
び
フ
ラ
ン
ス
の

エ
ル
プ
ラ
ン
の
二
人
が
、
前
者
は
ロ
ツ

キ
ー
で
後
者
は
ド
ー
フ
ィ
ネ
ア
ル
プ
ス

の

ｒ
ｏ
∽
”
”
口
∽
で
遭
難

し
て
亡
く
な

つ
て
い
る
の
は
残
念
な
事
で
あ
る
。
共

に
二
十
に
な
つ
た
ば
か
り
の
若
さ
で
あ

る
が
す
ぐ
れ
た
研
究
の
遺
著
が
あ
リ
エ

ル
プ
ラ
ン
に

つ
い

て

は
爾
永
教
授
が

「純
粋
教
學
の
世
界
」
で
追
悼
文
を
書

い
て
い
ら
れ
る
。

今
世
紀
最
大
の
経
済
學
者
で
あ
る
ケ

イ
ン
ズ
も
イ
ー
ト
ン
在
學
中
に
若
い
先

生
で
あ
つ
た
Ｇ

Ｗ̈
ｏ
ヤ
ン
グ
と
親
し
く

な
り
、
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
の
＞
置
“
〓
①

魚
、
＞
品
の
ュ
お
お

等
に
連
れ
て
行
つ
て

貰
い
か
な
り
危
い
目
に
も
會
つ
た
り
し

て
い
る
事
等
が
そ
の
官
時
の
手
紙
や
ヤ

ン
グ
の
回
想
等
と
共
に
博
記

（Ｊ
・Ｍ
ｏ

ケ
イ
ン
ズ
の
生
涯
。
著
者
は
Ｒ
ｏＦ
・
ハ

ロ
ッ
ド
）
に
書
い
て
あ
つ
た
。
こ
の
本

に
は
マ
ロ
リ
ー
の
名
前
も
出
て
末
た
り

す
る
。

コ
リ
ー
に
し
ろ
フ
ィ
ン
チ
に
し
ろ
ヒ

マ
ラ
ヤ
以
外
に
も
各

地
に
遠
征
を
行

い
、
す
ぐ
れ
た
登
山
家
で
あ
る
ば
か
り

で
な
く
、
自
己
の
職
業
で
あ
る
科
學
者

と
し
て
も
す
ぐ
れ
た
研
究
を
行
い
、
亦

コ
リ
ー
の
如
く
最
初
の
エ
ベ
ン
ス
ト
委

員
會
に
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
プ
を
代
表
し

た
二
人
の
委
員
の

一
人
に
な
つ
た
り
し

て
、
老
後
も
壼
力
し
て
い
る
の
に
は
環

境
も
恵
ま
れ
て
い
た
の
で
は
あ
ろ
う
が

全
く
頭
の
下

る
思
い
が
す
る
次
第

で

あ
る
。
（八

・
三

一
）

(1)
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第

八

回

国

体

登
山
ン
ポ
ー
ト

金

坂
　
一
郎

梶

本
徳

次
郎

加
藤

喜

一
郎

岸

田
　
権

二

全
般
的
に
見
て
、
選
手
の
質
は
逐
年

向
上
し
つ
ヽ
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
登

山
に
お
い
て
は
、
特
に
選
手
の
素
質
が

平
均
化
さ
れ
て
向
上
し
、
か
つ
て
見
ざ

る
程
ス
ム
ー
ズ
な
登
山
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
関
係
役
員
の
準
備
、
指

導
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
立
派
な
國
證

登
山
を
行
わ
ん
と
す
る
選
手
諸
君
の
意

識
が
、
明
確
に
な
つ
て
来
た
黙
に
負
う

所
多
い
も
の
と
信
じ
ま
す
。

全
般
的
に
は
右
の
如
く
、
め
ざ
ま
し

い
進
歩
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま

す
が
、
細
部
に
わ
た
つ
て
観
察
す
る
時

は
、
若
干
の
快
陥
を
認
め
な
い
詳
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
即
ち
個
人
と
し
て
は
優

れ
た
選
手
が
多
い
割
合
に
、
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
の
粘
に
お
い
て
批
判
の
餘
地
を
多

分
に
残
し
、
又

一
部
に
お
い
て
、
遺
憾

な
行
動
を
示
し
た
者
も
な
い
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を

入
れ
た

ま
ゝ
丸

木
橋
を

渡

る
よ

う
な
者

が
あ
り

歩
行
申

に
喫
煙

す
る
者

も

一
再

な
ら
ず

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
歩
行
中
の
喫
煙

は
火
災
豫
防
の
問
題
、
注
意
力
の
散
漫

と
い
う
黙
か
ら
注
意
さ
れ
る
の
は
営
然

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も

問
題
と
す
べ
き
は
、
歩
く
こ
と
自
證
に

架
し
さ
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
ず
に
、

煙
草
を
喫
わ
ず
に
は
歩
け
な
い
よ
う
な

退
屈
極
ま
る
山
登
り
を
、
何
故
に
何
時

ま
で
も
績
け
ね
ば
な
ら
ぬ
か
と
い
う
黙

で
あ
り
ま
す
。
山
登
り
の
基
本
的
な
問

題
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
直
し
て
頂

き
た
い
所
以
で
あ
り
ま
す
。

特
に
目
立
つ
た
難
に
つ
い
て
は
以
上

の
如
く
で
あ
り
ま
す
が
、
以
下
各

コ
ー

ス
に
つ
い
て
細
か
く
申
上
げ
ま
す
。

Ａ

コ
ー
ス

Ａ

コ
ー
ス
に
参
加
さ
れ
た
選
手
は
十

六
歳
か
ら
二
十
二
、
三
歳
迄
の
、
誰
力

の
最
も
充
貸
し
た
方
達
で
、
今
回
の
縦

走
に
支
障
を
末
た
し

た
方

は
、　
一
人

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、　
さ

ら

に
長
い
縦

走
、
さ
ら
に
高
い
登
山
に
封
し
て
も
、

支
障
を
末
た
さ
な
い
よ
う
に
、　
一
層
の

訓
練
を
重
ね
て
頂
き

た

い

と
思
い
ま

す
。
以
下
概
括
的
に
講
評
を
し
ま
す
。

一
、
統
率
―

‐訓
練
期
に
あ
る
諸
君

に
封
し
、
完
全
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

求
め
る
こ
と
は
無
理
で
あ
り
ま
す
が
、

二
人
以
上
の
隊
に
は
必
ず
リ
ー
ダ
ー
が

必
要
で
あ
り
、
今
回
の
場
合
に
は
最
小

の
単
位
で
あ
る

一
縣
三
名
が
よ
く
日
結

し
、
各
縣
の
リ
ー
ダ
ー
が
十
分
な
機
能

を
癸
揮
し
て
、
始
め
て
十
五
名
の

一
隊

が
統
率
さ
れ
、
百
名
の

一
国
が
合
理
的

に
運
営
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
従

つ
て
少
年
期
の
う
ち
か
ら
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
積
極
性
を
持
た
な
け
れ
ば
、

精
末
よ
い
登
山
者
と
な
り
、
よ
い
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
こ

の
粘
尚

一
層
努
力
し
て
、
勉
強
し
て
頂

き
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。
又
各
縣
を

通
じ
、
事
前
の
打
合
せ
は
必
ず
し
も
十

分
で
は
な
く
、
例
え
ば

一
縣
三
名
共
鉱

を
持

つ
て
末
る
と
い
う
の
は
愚
か
し
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
等
も
大
部
分

は
リ
ー
ダ
ー
の
責
任
で
あ
り
ま
す
。

二
、
技
術
―

‐今
回
の
登
山
は
歩
く

こ
と
に
始
ま
り
、
歩
く
こ
と
に
終
り
ま

し
た
。
軍
調
な
歩
行
の
中
で
、
特
に
氣

づ
い
た
こ
と
を
若
干
申
述

べ
ま
す
。

歩
行
技
術
　
参
加
者
全
員

一
應
歩
く

こ
と
を
マ
ス
タ
ー
さ
れ

て

お
り

ま
す

が
、
歩
度
の
調
節
、
耐
久
力
は
必
ず
し

も
十
分
で
は
あ

り

ま

せ

ん
。
特
に
日

射
、
日
蔭
、
ガ
ス
等
の
氣
温
の
愛
化
に

封
し
、
機
敏
に
上
衣
の
増
減
を
固
る
着

意
に
敏
け
て
お
り
ま
す
。

地
固
の
讀
み
方
　
さ
ら
に
訓
練
を
要

し
ま
す
。
書
込
み
、
訂
正
等
は
即
座
に

行
い
、
後
日
の
登
山
に
備
え
な
け
れ
ば

記
憶
は
あ
い
ま
い
に
な
り
勝
ち
で
あ
り

ま
す
。
食
事
の
と
り
方
　
歩
行
中
の
食
事
は

平
素
の
登
山
の
習
慣
で
大
い
に
異
り
ま

す
が
、
休
憩
毎
に
小
刻
み
に
補
給
し
、

駐
力
の
維
持
を
固
る
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
又
バ
ン
食
に
馴
れ
る
こ
と
は
登
山

に
お
い
て
も
必
須
の
條
件

で

あ

り

ま

す
。小
屋
生
活
に
つ
い
て
　
山
小
屋
も
又

石
槌
山
の
三
日
間

＝
第
八
回
國
糧
登
山
報
告
＝

一一一一動」一柵
一一一
一

★
十
月
二
十
二
日
　
晴

午
後
三
時
よ
リ
リ
ー
ダ
ー
會
議
を
西

條
東
高
校
講
堂
で
開
催
。

午
後
五
時
半
よ
り
西
條
市
管
バ
ン
ー

ボ
ー
ル
コ
ー
ト
に
於

て
入

山
式

を
奉

行
。北
海
道
の
選
手
を
先
頭
に
、
滋
賀
、

徳
島
雨
縣
を
除
く
全
都
道
府

縣

の
役

員
、
選
手
五
〇
〇
名
が
入
場
、
高
松
宮

殿
下
を
お
迎
え
し
て
盛
大
か
つ
厳
市
に

入
山
式
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
進
行
し
た
。

北
川
愛
媛
縣
山
岳
連
盟
會
長
開
會
を

宣
し
、
槙
會
長
の
挨
拶
、
北
海
道
代
表

選
手
の
宣
誓
、
愛
媛
縣
知
事
、
西
條
市

長
、
同
市
會
議
長
等

の
祝
辞

あ

つ
て

後
、
式
を
終
了
、
引
績
き
市
中
行
進
を

行
つ
て
公
園
に
到
り
歓
迎
の
花
火
大
會

を
見
學
し
て
解
散
。

★
十
月
二
十
二
日
　
晴
時
々
曇

七
時
、
バ
ス
に
分
乗
し
て
西
條
市
を

出
装
。
Ａ

コ
ー
ス
は
加
茂
役
場
前
、
Ｂ

Ｄ

コ
ー
ス
は
西
ノ
川
、
Ｃ

コ
ー
ス
は
河

口
で
そ
れ
ぞ
れ
下
車
、
錦
締
の
美
に
映

え
る
石
槌
山
脈

へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
つ

た
。Ａ

コ
ー
ス
は
丸
山
慕
泊
。

Ｂ

コ
ー
ス
は
西
ノ
川
で
湯
茶
の
接
待
一

を
受
け
常
佳
、
鳥
越
を
経
て
瓶
ケ
森
の

新
設
縣
管
小
屋
泊
。

Ｃ

コ
ー
ス
は
河
日
か
ら
黒
河
、
成
就

を
経
て
石
槌
山
ニ
ノ
鎖
小
屋
泊
。

Ｄ

コ
ー
ス
は
Ｂ
に
同
。

★
十
月
二
十
四
日
　
小
雨
後
晴

Ａ
は
笹
ケ
峯

（
一
八
五
九

ｏ
九
米
）

桑
瀬
峠

（
一
四
五

一
米
）
伊

豫

富

士

（
一
七
五
六

・
三
米
）
西
黒
森

（
一
八

五
〇
米
）
等
主
稜
を
縦
走
し
て
瓶
ク
森

縣
誉
小
屋
、
自
石
小
屋
泊
。

Ｂ
は
ン
ロ
ザ
峠

（
一
四
〇

一
米
）
伊

吹
峯

（
一
五
〇
三
米
）
土
小
屋

（
一
四

九
二
米
）
大
吠
尾
根
を
経
そ
筒
上
小
屋

泊
。Ｃ
は
石
槌
山
頂
を
き
わ
め
土
小
屋
、

シ
ロ
ザ
峠
を
経
て
瓶
ケ
森
泊
。

Ｄ
は
シ
ロ
ザ
峠
、
土
小
屋
、
石
槌
山

（
一
九
八

一
米
）
を
組
て
面
河
泊
。

★
十
月
二
十
五
日
　
晴

Ａ
は
ン
ロ
ザ
峠
、
土
小
屋
、
石
槌
山

を
経
て
面
河
泊
。

Ｂ
は
土
小
屋
、
石
槌
山
を
経
て
面
河

泊
。Ｃ
は
シ
ロ
ザ
峠
、
土
小
屋
、
筒
上
山

（
一
八
五
九

・
四
米
）
丸
瀧
山
を
経
て

金
山
谷
出
合
に
下
り
面
河
泊
。

Ｄ
は
面
河
谷
を
探
勝
後
バ
ス
で
久
萬

に
至
り

一
泊
。

★
十
月
二
十
六
日
　
晴

各

コ
ー
ス
と
も
八
時
面
河
の
開
門
を

バ
ス
で
出
奎
。
松
山
に
向
う
。
途
中
久

萬
で
小
憩
、
Ｄ

コ
ー
ス
と
合
流
し
て
再

び
出
資
。
正
午
松
山
市
瞬
前
に
到
着
。

日
本
山
岳
會
旗
を
先
頭
に
市
中
行
進
で

松
山
市
聴
ホ
ー
ル
に
向
う
。

同
ホ
ー
ル
で
中
食
後
、
午
後
二
時
か

ら
閉
會
式
を
行
う
。

愛
媛
縣
山
岳
連
盟
理
事
長
松
長
晴
利

氏
の
司
會
で
、
棋
會
長
の
挨
拶
に
は
じ

ま
り
、
金
坂
技
術
委
員
長
の
講
評
、
松

山
市
長
の
祝
辞
を
以
て
閉
會
。
五
日
間

に
亘
る
國
證
登
山
の
幕
を
無
事
に
お
ろ

す
こ
と
が
出
来
、
全
國
か
ら
集
つ
た
登

山
者
た
ち
は
、
ま
た

一
年
後
の
再
會
を

期
し
て
お
互
い
に
袂
を
わ
か
つ
た
。

行
動
間
の
講
評
は
別
項
の
通
り
で
あ

一
印

一
　

一
象

一

(2)

評
1轟磨 |
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社
會
生
活
の
延
長
で
あ
り
ま
す
。
互
譲

の
精
神
が
な
け
れ
ば
、
よ
い
登
山
は
出

来
ま
せ
ん
。
私
ど
も
は
不
遅
人
の
集
り

で
は
な
く
、
紳
士
の
登
山
を
や
ろ
う
と

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
特
に
高
校

生
の
諸
君
に
お
博
え
し
ま
す
。

私
ど
も
は
若
い
學
生
諸
君
の
現
在
で

は
な
く
、
持
末
に
大
き
な
期
待
を
も
つ

も
の
で
あ
り
ま
す
。
諸
君
が
そ
れ
ぞ
れ

の
地
方
で
、
よ
い
中
堅
と
な
り
、
こ
の

数
日
の
短
い
経
験
を
、
活
用
さ
れ
ん
こ

と
を
希
望
い
た
し
ま
す
。

Ｂ

コ
ー
ス

一
、
全
般
的
に
見
て
本
年
は
、
態
度

も
技
術
も
、
昨
年
よ
り
相
営
向
上
し
て

お
り
ま
す
。
各
縣
と
も
殆
ん
ど
優
劣
を

つ
け
難
く
、
こ
の
こ
と
は
む
し
ろ
喜
ぶ

べ
き
こ
と
ヽ
思
い
ま
す
。

し
か
し
指
導
者
の
立
場
か
ら
厳
格
に

申
せ
ば
、
基
礎
的
な
登
山
の
在
り
方
を

知
ら
な
い
人
が
、
か
な
り
多
い
よ
う
に

思
わ
れ
ま
し
た
。
技
術
の
み
が
優
秀
で

も
、
た
、
そ
れ
だ
け
で
は
本
営
の
山
登

り
と
は
申
せ
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
て
こ
そ
、
よ
い
登
山
が
出

来
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
基
礎
的
な

山
登
り
を
し
つ
か
り
身
に
つ
け
、
次
の

段
階

へ
進
む
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
例
え

て
い
う
な
ら
ば
、　
一
般
に
す
べ
て
の
動

作
が
緩
漫
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
登
山

の
経
験
と
訓
練
が
足
り
な
い
た
め
で
、

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
に
封
し
て
も
、
積

極
的
に
行
動
し
て
頂

き

た

い
も
の
で

す
。又
、
さ
ら
に
申
上
げ
た
い
こ
と
は
、

ど
ん
な
小
さ
い
山
で
あ
つ
て
も
、
員
面

目
に
考
え
、
謙
虚
な
気
持
で
絶
え
ず
反

省
し
な
が
ら
、
精
進
し
て
頂
き
た
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

二
、
装
備
に
つ
い
て
は
、
事
前
の
事

務
連
絡
の
不
行
層
も
あ
り
ま
す
が
、　
一

般
に
不
要
品
が
多
過
ぎ
ま
す
。
登
山
を

重
ね
る
毎
に
、
不
要
と
必
要
と
の
限
界

を
し
つ
か
り
と
把
握
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
雨
に
封
す
る
準
備
は
平
均

に
良
好
で
あ
り
ま
す
が
、
靴
と
ズ
ボ
ン

の
つ
な
ぎ
目
の
庭
置
は

一
般
に
不
完
全

で
、　
ニ
ッ
ヵ
ｌ
も
し
く
は
ダ
ー
ト
ル
で

し
つ
か
り
足
許
を
固
め
、
常
時
な
る
べ

く
冬
の
装
備
の
よ
う
に
短
い
ゲ
ー
ト
ル

を
巻
い
て
お
け
ば
、
捻
挫
そ
の
他
の
ア

ク
シ
デ
ン
ト
も
最
小
限
に
防
ぐ
こ
と
が

出
来
る
と
考
え
ま
す
。

リ
ュ
ッ
ク
ナ
ッ
ク
の
詰
め
方
も
、
さ

ら
に
訓
練
を
要
し
ま
す
。

三
、
歩
き
方
に
つ
い
て
特
に
目
に
つ

く
の
は
、
下
り

の
不
用
心

で
あ

り
ま

す
。
笹
を
踏
み
は
ず
し
た
り
、
石
の
上

で
滑
る
人
を
、
各
縣

一
名
位
ず
つ
見
受

け
ま
し
た
。

岩
の
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
所
で
は
細

か
い
ル
ー
ト
や
足
場
を
す
ば
や
く
見

つ

け
、
正
し
く
足
を
踏
み
出
す
よ
う
に
、

ル
ー
ト

・
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
勉
強

し
て
頂
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

先
頭
者
の
速
度
の
調
整
は
、
登
り
下

り
共
に
不
十
分
で
、
後
績
者
の
ペ
ー
ス

を
考
え
な
い
歩
き
方
は
、
大
き
な
隊
に

適
し
ま
せ
ん
。
今
回
は
こ
の
よ
う
な
問

題
に
つ
い
て
、
又
と
な
い
よ
い
機
會
で

あ
り
ま
し
た
の
で
、
よ
く
勉
強
し
て
頂

き
た
か
つ
た
と
思
い
ま
す
。

落
石
の
危
険
あ
る
個
所
を
通
過
す
る

と
き
、
反
射
的
に
上
を
見
る
人
が
、　
一

名
も
な
か
つ
た
の
は
残
念

で
あ

り

ま

す
。
危
険
に
封
す
る
正
し
い
判
断
力
が

あ
れ
ば
、
危
険
は
九
九
％
避
け
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

全
證
と
し
て
見
る
と
き
は
、
個
人
個

人
は
概
ね
立
派
で
あ
り
ま
す
が
、
國
證

と
い
う
名
に
と
ら
わ
れ
て
、
い
さ
ヽ
か

固
く
な
つ
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

ま
す

。
パ
ー
テ
ー
の
中
で
、　
一
人

一
人

が
十
分
登
山
を
築
し
み
た
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。
私
ど
も
が
こ
の
三
日
間
の
山

行
に
お
い
て
、
選
手
諸
君
に
何
ら
か
で

も
寄
典
す
る
こ
と
が
出
末
ま
し
た
な
ら

ば
満
足
で
あ
り
ま
す
が
、
私
ど
も
は
さ

ら
に
大
き
な
山
で
、
長
い
期
間
、
選
手

の
方
達
と
山
行
を
共
に
し
て
、
私
ど
も

の
訓
練
の
方
法
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
登
山
に
封
す
る
考

え
方
等
を
知
っ
て
頂
け
れ
ば
と
、
希
望

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

Ｃ

コ
ー
ス

Ｃ

コ
ー
ス
は
女
子
を
含
む
十
六
才
よ

り
四
十
代
迄
の
、
熟
達
者
か
ら
初
心
者

に
近
い
人
を
含
む
、
混
成
さ
れ
た
隊
で

あ
り
ま
し
た
。
入
山
第

一
日
は
國
腱
と

い
う
名
に
と
ら
わ
れ
、
多
少
固
く
な
つ

て
お
り
ま
し
た
が
、
二
日
目
以
後
は
各

縣
よ
く
融
和
し
て
、
築
し
い
登
山
が
出

来
ま
し
た
。

三
日
間
の
山
行
に
お
い
て
氣
づ
い
た

こ
と
を
簡
単
に
申
上
げ
ま
す
と
、
各
人

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
比
較
的

よ
く
訓
練
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
は

一
般
に
不
十
分
で
あ
り

ま
す
。
各
縣
毎
の
編
成
が
、
縣
内
各
国

證
よ
り
の
混
成
が
多
い
と
い
う
難
粘
も

あ
り
ま
し
よ
う
が
、
た
と
え
小
さ
い
パ

ー
テ
ー
で
も
、
リ
ー
ダ
ー
は
常
に
責
任

と
権
威
と
を
以
て
積
極
的
に
隊
を
統
率

す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

歩
行
に
つ
い
て
は

一
般
に
足
の
お
き

方
に
封
す
る
工
夫
が
足
り
ま
せ
ん
。
下

り
に
膝
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
使
う

こ
と
は
、
歩
き
方
の
要
粘

で
あ

り

ま

す
。
又
多
く
の
場
合
、
足
を
フ
ラ
ッ
ト

に
お
い
て
歩
く
こ
と
が
必
要
で
、
爪
先

で
歩
く
と
疲
労
を
倍
加
し
ま
す
。
今
回

Ｑ
縦
走
は
比
較
的
平
易
な
も
の
で
あ
り

{ラ ス十一で
°
けゾ14′

プライスリスト進呈

当
店
の
集
る
自
称

ェ
キ
ス
パ
ー
ト
が
、

得
意
に
な
つ
て
、
良
い

用
具
を
選
ん
で
く
れ
ま
す
。

し
ヽ

に
、
國
讃
運
営
の
支
柱
と
な
り
、
動
カ

と
な
つ
た
本
部
、
地
方
、
地
元
各
役
員

の
協
力
と
活
躍
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
大

會
は
か
く
の
如
き
成
功
を
も
た
ら
さ
な

か
つ
た
で
あ
ろ
う
し
、
就
中
過
去

一
年

間
大
會
の
た
め
に
最
大
の
犠
牲
を
排
わ

れ
た
地
元
役
員
の
献
身
に
満
腔
の
敬
意

を
表
し
た
い
。

最
後
に
愛
媛
新
聞

（
二
十
七
日
付
）

に
出
た
松
山
の
開
會
式
に
何
故
登
山
が

参
加
し
な
か
つ
た
か
と
い
う
久
萬
の
監

督
會
議
？
　
で
の
質
問

に
答

え

て

お

く
。
松
山
―
西
條
間
の
輸
送
力
が
な
か

つ
た
か
ら
で
あ
る
。
地
理
的
、
時
間
的

に
事
情
の
許
す
限
り
参
加
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
が
、
登
山
そ
の
も
の
を
犠
牲

に
し
て
ま
で
参
加
す
る
こ
と
は
國
證
の

趣
旨
に
も
反
す
る
と
思
う
。

（渡

邊

公

平
）

Tel(56)1861
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第

八
回
国
畿

登
山
を
終

え
て

愛
媛
県
山
岳
連
盟
会
長
　
　
北

川

淳
　
一　
郎

こ
ん
度
の
國
證
登
山
。
行
程
は
長
い
し
、
路
は
悪ヽ
い
し
、
山
小
屋
は
狭
く

て
不
完
全
だ
し
す
る
の
で
、
費
は
相
官
心
配
し
て
い
た
の
で
あ
つ
た
が
、
非

常
な
好
天
氣
に
恵
ま
れ
た
こ
と
、
選
手
諸
君
の
崇
高
な
登
頂
精
神
と

一
絲
乱

れ
ぬ
統
制
行
動
と
に
よ
つ
て
殆
ど
理
想
的
な
登
山
を
完
了
す
る
こ
と
が
出
来

た
こ
と
は
私
の
深
く
よ
ろ
こ
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た

「
や
れ
や
れ
よ
か
つ

た
」
と
、
ほ
つ
と
安
心
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

い
ま
ゝ
で
、
私
だ
ち
は
、
極
端
に
云
え
ば
、
四
国
の
山
だ
け
し
か
知
ら
な

い
。
井
底
の
蛙
で
、
石
槌
山
と
剣
山
、
そ
れ
に
連
な
る
山
々
し
か
、
そ
の
視

野
に
は
無
か
つ
た
の
で
あ
る
。
従
つ
て
ま
た
私
だ
ち
は
獨
善
的
地
方
割
嫁
的

な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
賞
農
と
に
終
始
し
て
い
た
の
で
あ
る
６
そ
れ
が
こ
の
た

び
の
國
瞳
登
山
に
よ
つ
て
、
四
国
の
山
も
四
國
の
岳
人
も
、
決
し
て
、
他
か

ら
切
り
離
さ
れ
た
孤
立
無
縁
の
存
在
で
は
な
く
て
、
主
證
的
に
は
日
本
山
岳

會
に
、
客
證
的
に
は
直
接

エ
ベ
ン
ス
ト
に
通
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

は
つ
き
り
と
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
か
く
て
、
同
じ
蛙
は
蛙
で
も
、
も

は
や
、
い
ま
ゝ
で
の
無
學
文
盲
な
丼
戸
の
底
の
蛙
で
は
な
く
て
、
廣
い
世
界

に
知
見
を
横
大
し
た

「
知
慧
あ
る
蛙
」
に
な
つ
た
辞
で
あ
る
。

次
に
、
私
だ
ち
の
登
山
は
、
そ
の
封
象
が
何
と
云
つ
て
も
四
國
の
山
で
あ

る
た
め
に
、
山
の
か
た
ち
の
美
し
さ
、
ぶ
な
、
も
み
、
唐
檜
、
岳
樺
な
ど
の

原
始
林
と
熊
笹
、
春
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
と
云

つ
た
よ
う

な
山
の
い
ろ
ど

り
、
従
っ
て
ま
た
、
こ
う
し
た
生
物

（植
物
）
か
ら
末
る
山
の
温
か
さ
と
情

味
。
こ
う
し
た
面

へ
そ
の
開
心
が
集
中
さ
れ
が
ち
で
あ
つ
た
。
そ
の
た
め
に

そ
の
登
山
が
兎
角

「
山
を
味
う
」
と
云
う
美
名
の
も
と
に
、
放
漫
で
遊
山
的

享
栞
的
な
も
の
に
な
り
が
ち
で
あ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ

ん

ど

の
國
證
登

山
、　
一
路

「
マ
ナ
ス
ル
ヘ
」
の
指
導
原
理
に
則
つ
て
終
始
せ
ら
れ
た
。
こ
ゝ

で
は
山
の
高
さ
、
峻
険
さ
、
山
の
大
い
さ
、
そ
の
登
頂

へ
の
不
屈
不
撓
の
攻

撃
精
神
が
強
調
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、　
一
面
、
ぎ
ご
ち
な
く
、
窮
屈
で
不
自

由
で
は
あ
る
が
、
そ
う
し
た
制
約
と
統
制
の
中
か
ら
味
わ
い
と
ら
れ
る
情
味

こ
そ
、
本
営
の
山
の
醍
醐
味
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
私
だ
ち
の
い
ま
ゝ
で

の
は
、
あ
ま
り
に
も
戦
後
的
で
私
情
を
縦
に
し
過
ぎ
て
い
た
。
情
の
登
山
で

は
な
く
て
意
志
の
登
山
。
い
な
強
き
意
志
と
正
し
き
理
性
と
の
中
か
ら
汲
み

と
ら
れ
る
員
珠
の
よ
う
に
清
純
で
崇
高
な
情
味
を
こ
そ
登
山
者
は
探
し
も
と

め
る
べ
き
で
あ
る
。
私
だ
ち
、
こ
ん
ど
の
國
證
が
量
的
に
は
山
に
封
す
る
視

野
を
振
げ
、
質
的
に
は
崇
高
な
登
山
精
神

へ
の
欣
求
を
教
え
て
く
れ
た
こ
と

を
深
く
感
謝
す
る
。

最
後
に
今
回
の
國
證
登
山
が
私
だ
ち
四
國
四
縣
の
岳
人
を
打

つ
て

一
国
と

し
て
、
近
き
精
末
に
於
て
、
四
國
山
岳
連
盟
を
結
成
す
べ
く
、　
一
つ
の
大
き

な
力
強
き
拍
車
で
あ
る
こ
と
を
心
か
ら
真
つ
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。

―
―
昭
和
二
十
八
年
十
月
二
十
九
日
―
―

＝
三
頁
三
段
目
よ
り
続
く
＝

ま
し
た
が
、
多
く
の
人
々
の
歩
き
方
を

見
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
よ
い
ヒ
ン
ト
を

得
て
頂
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

装
備
は
、
指
示
を
よ
く
研
究
さ
れ
、

忠
賓
に
携
行
さ
れ
ま
し
た
が
必
要
の
最

少
限
と
自
己
の
證
力
と
の
調
和
を
忘
れ

て
は
、
無
駄
を
生
じ
る
か
、
危
険
を
生

じ
る
か
の
何
れ
か
に
陥
り
ま
す
。
食
糧

に
つ
い
て
は
ぜ
い
た
く
を
康
し
、
質
と

量
に
留
意
し
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

小
屋
の
生
活
態
度
は
概
ね
良
好
で
あ

り
ま
す
が
、　
一
人
二
人
の
食
事
後
の
不

始
末
は
ひ
ど
く
目
に
つ
き
ま
し
た
。

し
か
し
絶
じ
て
諸
君
の
國
證
に
参
加

さ
れ
た
態
度
は
員
面
日
で
、
そ
の
熱
意

に
よ
り
、
多
く
の
収
穫
を
得
ら
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
以
上
簡
単
に
申
述

べ

ま
し
た
が
、
Ａ

・
Ｂ
雨

コ
ー
ス
の
講
評

を
も
、
併
せ
て
参
考
に
し
て
頂
け
れ
ば

一
層
有
益
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

以
上
短
時
間
に
舞
見
し
た
所
を
、
あ

わ
た
ゞ
し
く
取
り
ま
と
め
て
講
評
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
参
加
者
各
位
の
み
に

封
す
る
講
評
と
し
て
そ
の
ま
ゝ
に
す
る

こ
と
な
く
、
有
意
義
な
る
お
土
産
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
に
お
持
掃
り
に

な
り
、
全
国
的
登
山
水
準
の
向
上
に
役

立
た
せ
て
頂
き
た
く
、
切
に
希
望
い
た

す
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
國
證
登
山
に
お
い
て
も
、
以

上
の
よ
う
に
色
々
課
題
は
残
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
と
に
角

一
名
の
事
故
者
も

な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
は
、
選
手
の
方

達
が
〕興
面
目
に
山
登
り
を
考
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
の

一
つ
の
現
れ
で
、
ま
こ

と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

（
カ
ツ
ト
写
真
は

大
吠
屋
根
よ
り
見
た
石
槌
山
）

編
成
と
役
員
名

①
本
部
本
部
役
員
　
根
會
長
、
成
瀬
岩
雄
、

渡
邊
公
平
、
日
高
信
六
郎
、
千
谷

壮
之
助
、
後
藤
幹
次

技
術
委
員
長
　
金
坂

一
郎
、
　

ナ
ブ

高
橋
定
昌

地
元
委
員
　
北
川
淳

一
郎
、
倉
橋
宗

由
、
松
長
晴
利
、
十
範
太
郎
、
大

川
鈴
路
、
川
島
慶
太
郎

②
Ａ

コ
ー
ス

チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
　
梶
本
徳
次
郎
、

サ
ブ
　
小
谷
隆

一

第

一
隊

刻
Ｈ
津
田
康
祐

選
手
十
五
名

第
二
隊

殉
日

山
崎
英
雄

選
手
十
五
名

第
二
隊

殉
日
村
上
勝
太
郎
選
手
十
五
名

第
四
隊

殉
日
松
田
利
隆

選
手
十
五
名

第
五
隊

殉
Ｈ
越
智
英
夫

選
手
十
五
名

第
六
隊

殉
Ｈ
浅
野
清
彦

選
手
十
四
名

Ｏ
Ｂ

コ
ー
ス

チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
　
加
藤
喜

一
郎

サ
ブ
　
松
田
雄

一

第
七
隊

列
Ｈ
坂
本
和
夫

選
手
十
五
名

第
八
隊

殉
Ｈ

羽
鳥
　
肇

選
手
十
五
名

第
九
隊

列
日
徳
永
篤
司

選
手
十
四
名．

第
十
隊

列
日

星
野
　
登

選
手
十
五
名

第
主
隊

列
日
加
藤
幹
太

選
手
十
五
名

第
二
隊

卿
Ｈ
石
坂
昭
二
郎
選
手
十
五
名

④
Ｃ

コ
ー
ス

テ
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
　
岸
田
権
一
一　
サ

ブ
　
金
子
賓
、
川
森
左
智
子

第
十
二
隊

列
日
原
　
正
喜

選
手
十
五
名

第
十
四
隊

殉
Ｈ
杉
野
目
浩

選
手
十
五
名

第
主
隊

列
日
伊
藤
　
敬

選
手
十
五
名

第
其
隊

列
Ｈ

星
野
　
重

選
手
十
五
名

第
屯
隊

卿
＝
碓
井
　
弘

選
手
十

一
名

第
十
〈
隊

列
日
服
部
　
租

選
手
十
五
名

Ｏ
Ｄ

コ
ー
ス

監
督
国
長
　
太
田
敬
　
ナ
ブ
　
片
山

英

一

Ａ
　
隊

列
日
開
根
吉
郎

隊
員
二
四
名

Ｂ
　
隊

ダ
ー
藤
島
　
玄

隊
員
二
六
名

視
察
圏
長
　
石
原
憲
次

Ｃ
　
隊

殉
Ｈ
桐
山
　
武

隊
員
二
五
名

Ｄ
　
隊

列
日
北
田
正
三

隊
員
二
四
名

Ｅ
　
隊

列
Ｈ
尾
開
　
廣

隊
員
二
三
名

Ｆ
　
隊

殉
Ｈ
武
内
重
雄

隊
員

名
春
會
員
辻
村
太
郎

博
士
か
ら
の
便
リ

舞
啓
先
日
御
手
紙
を
頂
い
た
ま
ま
今

日
ま
で
御
返
事
も
さ
し
上
げ
ず
失
橙
い

た
し
ま
し
た
。

日
本
山
岳
會
名
替
會
員
と
の
御
さ
た

ま
つ
た
く
思
い
が
け
ぬ
光
榮
で
あ
り
ま

す
。
明
治
三
十
九
年
最
初
の
會
員
で
あ

り
恐
ら
く
最
年
少
の
會
員
で
は
あ
つ
た

で
し
よ
う
が
、
登
山
の
数
の
少
な
さ
に

於
て
も
記
録
保
持
者
で
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
先
だ
つ
て
は
東
京
地
學
協
會
に
て
名

春
評
議
員
、
二
年
前
に
は
お
き
ま
り
の

名
誉
教
授
と
い
う
次
第
で
す
が
、
そ
れ

は
全
く
新
陳
代
謝
の

一
現
象
で
御
・座
・い

ま
す
。
日
本
山
岳
會
の
オ
ノ
ラ
ル
メ
ン
バ
ー

た
る
資
格
は
た
し
て
ぁ
り
や
な
し
や
す

こ
ぶ
る
自
信
が
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が

せ
め
て
残
餘
の
何
年
か
を
相
も
か
わ
ら

ぬ
日
本
ア
ル
プ
ス
の
氷
河
地
形
や
山
岳

地
形
の
方
面
で
多
少
の
貢
献
を
い
た
さ

ん
か
と
奮
ば
つ
を
新
た
に
さ
せ
ら
れ
た

の
で
し
た
。
九
月
十
二
日

(4)
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佛
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
隊
の
高
所
用
容
器

漢
谷
用
容
器
に
つ
い
て

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
隊
の
報
告
書
や
昨
年

の
ス
イ
ス

・
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
隊
の
篤
員

集
を
見
ま
す
と
、
園
筒
形
の

０
８
ご
Ｔ

”
①
『∽
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。　
こ
れ

は
厚
ボ
ー
ル
紙
に
パ
ラ
フ
ィ
ン
を
塗
装

し
た
も
の
で
す
が
、
私
の
詳
書
に
註
と

し
て
書
い
て
お
き
ま

せ

ん

で

し
た
の

で
、
こ
こ
に
説
明
し
て
お
き
ま
す
。
以

下
は
フ
ラ
ン
ス
山
岳
會
會
長
リ
ュ
シ
ア

ン
・
ド
ヴ
ィ
氏
か
ら
の
私
信
に
よ
る
も

の
で
す
。

＾
渓
谷
用
容
器
は
渓
谷
用

一
組
の

一

部
を
入
れ
る
た
め
の
も
の
で
し
た
。
渓

谷
用

一
組
と
い
う
の
は
食
糧
と
キ
ャ
ン

プ
用
具
か
ら
成
つ
て
お
り
ま
し
た
。
渓

谷
用
容
器
は
食
糧
を
運
搬
用
に
も
つ
ぱ

ら
使
用
さ
れ
、
キ
ャ
ン
プ
用
具
は
大
き

な
ヵ
ン
バ
ス
袋
に
入
れ
て
運
ば
れ
ま
し

た
。
渓
谷
用
容
器
は
高
さ
約

八
十

セ
ン

チ
、
底
邊
は
直
径
三
五
セ
ン
チ
の
園
筒

で
し
た
。

同
様

に
高
所
用
容
器
は
高
所
用

一
組

の

一
部
、

つ
ま
り
隊
員

二
名

二
十
四
時

間
分

の
食
糧
を
運
ぶ
た
め
に
使
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
容
器
は
渓
谷
用
容
器
よ
り

や
ヽ
小
型

に
な
り
ま
す
。
高
所
用
容
器

は
高
さ
約

八
十

セ
ン
チ
で
す
が
底
邊

の

直
後
は
二
五
セ
ン
チ
を
越
た
ま
せ
ん
。

高
所
用
キ
ャ
ン
プ
用
具
も
カ

ン
バ
ス
製

の
袋
で
運
搬
さ
れ
ま
し
た
Ｖ
以
上
。

エ
ル
ゾ
ー
グ
氏
は
健
在

最
近
、

エ
ル
ゾ
ー
グ
氏
が
死

ん
だ
の

で
は
な
い
か
と
い
う
質
問
を
度

々
受
け

ま
す
の
で
、
お
答
え
し
て
お
き
ま
す
。

サ

ン
デ
ー
毎
日
の
封
談

で
竹
節
さ
ん

の
言

に
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
早
速
問

合

せ
よ
う
と
思

い
ま
し
た
と
こ
ろ
丁
度

廣
羽
君
が
在
社
し
て
い
た
の
で
竹
節
氏

の

ニ
ュ
ー
ス
の
出
所
を
お
尋
ね
し
た
と

こ
ろ
竹
節
氏
も
う
わ
さ
を
聞

い
た
だ
け

で
詳

し
い
こ
と
は
近
藤

に
聞

い
て
み
て

く
れ
と
の
話
だ
と
い
う
の
で
廣
羽
君

と

は
笑

つ
て
別
れ
た
わ
け
で
す
が
、

エ
ル

ゾ
ー
グ
氏
か
ら
は
七
月

二
十
五
日
附

の

手
紙
が
き

て
、
日
本
版
の
詳
書
を
よ
ろ

こ
ん
で
下
さ

つ
て
い
ま
す
し
、
そ
の
後

ド
ヴ
ィ
氏

か
ら
は
八
月
十
四
日
附

の
便

り
を
い
た
だ
い
て
お
つ
ま
す
が
、
そ
の

中
で
も

エ
ル
ゾ
ー
グ
氏

の
そ
の
よ
う
な

報

せ
は
何

一
つ
書

い
て
あ
り
ま
せ
ん
。

前
便
の

エ
ル
ヅ

ー
グ
氏
の
サ
イ

ン
が
前

と
憂

つ
た
と
い
う

こ
と
を
ど
な
た
か
に

話

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
こ
と
が
ま

た
う
わ
さ
と
な

つ
て
違
う
人
の
サ
イ

ン

じ
や
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
よ
う
な

こ

と
ま
で
考
え
る
む
き
も
あ

つ
た
よ
う
で

す
が
、
私

と
し
て
は

エ
ル
ヅ

ー
グ
氏
が

ペ
ン
を
持

つ
こ
と
に
慣
れ
て
き
た
た
め

サ
イ
ン
が
以
前
の
も
の
よ
り
細
か
な
も

の
に
な
つ
た
の
だ
と
善
意
に
解
樺
致
し

て
お
り
ま
す

。

マ
ナ
ス
ル
報
告
を
希
望

ド
ヴ
ィ
氏
の
最
近
の
手
紙
に
次
の
よ

う
に
マ
ナ
ス
ル
の
報
告
を
希
望
す
る
こ

と
が
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
の
で
お
博
え

致
し
ま
す
。

＾
…
…
日
本

マ
ナ
ス
ル
隊
に
つ
き
種

種
情
報
を
お
送
り
下
さ
り
厚
く
お
祖
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た

ア

ル
バ

ム
三
冊

（岩
波
篤
員
文
庫
）
い
ち
早
く
送
つ
て

下
さ
い
ま
し
た
も
の
受
取
り
ま
し
た
。

今
度
は
私
の
方
か
ら
、　
一
九
五
三
年

度
に
既
刊
と
な
つ
て
お
り
ま
す
私
た
ち

の
雑
誌
＾
ア
ル
ビ
ニ
ス
ム
Ｖ
二
冊
を
お

送
り
申
し
ま
す
。
且
又
私
た
ち
と
し
て

は
最
近
琥
に
日
本
遠
征
隊
の
詳
細
な
ノ

ー
ト
を
是
非
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
希
望
致
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
も

し
で
き
ま
す
こ
と
な
ら
、

マ
ナ
ス
ル
の

全
貌
が
分
り
ま
す
篤
興
二
枚
、
う
ち

一

枚
は
ル
ー
ト
、
キ
ャ
ン
プ
の
位
置
を
指

示
し
た
も
の
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。
日
本
の
登
山
者
た
ち
の
立
派
な
試
登

を

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ル
ビ
ニ
ス
ト
た
ち

に
食
表
す
る
こ
と
は
極
め
て
有
益
な
こ

と
と
存
じ
ま
す
…
…
Ｖ

次
琥
原
稿
の
〆
切

十
二
月
廿
七
日
で
す
。
會
員
通
信
は

も
ち
ろ
ん
、
紀
行
、
情
報
、
書
評
、
随

筆
な
ど
御
送
り
下
さ
い
。
な
る
べ
く

一

行
十
五
字
に
し
て
お
書
き
下
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
〆
切
は
厳
守
し
て
下

さ
い
。

ド
イ
ツ
山
岳
會
管
理

委
員
長
か
ら
の
返
信

本
會
で
は
獨
嶼
山
岳
會
の
ナ
ン
ガ

・

パ
ル
バ
ー
ト
登
頂
の
成
功
に
封
し
、
會

長
名
を
以
て
祝
電
を
食
し
た
と
こ
ろ
折

返
え
し
、
ド
イ
ツ
山
岳
會
管
理
委
員
長

の
ハ
イ
ツ
ア
ー
博
士
か
ら
左
の
如
き
返

事
が
送
ら
れ
て
き
た
。

我
が
敬
愛
す
る
會
長
殿

一
九
五
三
年
八
月
十
三
日

一
九
五
三
年
七
月
廿
八
日
付
貴
方
の

御
祝
い
の
御
手
紙
舞
見
、
心
よ
り
感
謝

致
す
次
第
で
す
。
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ー
ト

登
頂
に
封
し
、
貴
方
が
開
心
を
寄
せ
て

下
さ
つ
た
事
を
、
私
達
は
非
常
に
喜
ば

し
く
思

つ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
特
に
私
を
喜
ば
せ
た
の
は

貴
方
の
お
手
紙
の
中
で
高
木
教
授
に
つ

い
て
聴
く
事
が
出
来
た
こ
と
で
し
た
ｏ

と
い
う
の
は
、
私
は
個
人
的
に
彼
を
知

つ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

高
木
さ
ん
は
シ
ユ
ト
バ
イ
ア
ｌ

ｏ
ア

ル
ペ
ン
の
フ
ラ
ン
ツ
ゼ
ゾ
小
合
で
―

―

多
分

一
九
四
二
年
の
春
―

行
わ
れ
た

冬
期
登
山
の
指
導
者
講
習
會
に
も
参
加

さ
れ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
も
し

そ
う
な
ら
、
我
々
は
そ
の
時
以
来
の
知

己
で
あ
る
筈
で
す
。
費
は
私
も
そ
の
講

習
會
の
参
加
者
で
あ
り
ま
し
た
。

高
木
さ
ん
に
ど
う
ぞ
宜
敷
く
御
博
え

下
さ
る
様
。

マ
ナ
ス
ル
遠
征
の
完
き
成

果
を
、
お
さ
め
ら
れ
る
様
祈
つ
て
い
る

事
を
御
博
え
願
い
ま
す
。

私
個
人
と
致
し
て
も
高
木
さ
ん
か
ら

今
回
の
遠
征
の
お
話
を
伺
い
、
又
、
今

後
共
御
便
り
を
い
た
ゞ
け
る
事
が
出
来

れ
ば
最
も
幸
に
存
ず
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。

獨
逸
山
岳
會
管
理
委
員
長

ド
ク
タ
ー
ハ
イ
ツ
ア
ー

′

一一

ル

一．

二

．

第
八
回
國
證
登

山
も
無
事
に
終
了

し
た
。
四
國
や
開

西
の

一
部
の
登
山

者
し
か
知
る
機
會

に
恵
れ
な
い
四
國

の
名
山
を
北
は
北

海
道
か
ら
南
は
鹿
兄
島
に
至
る
全
国
の

登
山
者
た
ち
が
じ
つ
く
り
と
味
う
こ
と

が
出
来
、
そ
の
慣
値
を
認
識
す
る
こ
と

の
出
来
た
の
は
悦
ば
し
い
こ
と
に
ち
が

い
な
い
。

し
か
し
、
更
に
悦
び
に
た
え
な
い
の

は
、
何
時
も
國
證
の
度
ご
と
に
感
ず
る

こ
と
な
ん
だ
が
、
地
元
に
若
い
立
派
な

登
山
家
の
幾
人
か
を
嚢
見
す
る
こ
と
で

あ
る
。
各
地
方
に
こ
う
し
た
優
秀
な
若

い
登
山
家
を
見
出
す
こ
と
の
出
来
る
の

が
、
國
證
に
出
か
け
る
こ
と
の
大
き
な

悦
び
だ
と
根
會
長
は
洩
ら
し
た
こ
と
が

あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
わ
が
登
山
界
に
と

つ
て
の
悦
び
で
あ
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。

こ
の
こ
と
は
日
本
の
登
山
界
の
水
準

が
、
全
國
的
に
高
ま
り
つ
ゝ
あ
る
こ
と

の
現
わ
れ
で
も
あ
つ
て
、
そ
れ
ら
の
若

い
人
々
を
立
派
な
登
山
家
と
し
て
完
成

さ
せ
る
た
め
に
も
、
地
方
に
お
け
る
指

導
者
の
責
任
は
重
大
だ
と
云
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。
（Ｒ
）

電

話

開

通

本
会
に
左
の
如
く
電
話
が
開
通

し
ま
し
た
ｃ

神
田

（２５
）
八
九
五
二

フランスからの

山便 り

近 藤  等

(5)
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一
九
五
四
年
マ
ナ

ス
ル
登
山
の
再
暴

末
年
度

マ
ナ
ス
ル
登
山
再
撃
に
あ
た

つ
て
は
既
に
毎
日
新
聞
社
よ
り
も
本
年

同
様
、
絶
大
な
る
御
援
助
下
さ
る
旨
、

御
申
出
が
あ
り
、　
一
方
ネ
パ
ー
ル
政
府

の
御
好
意
に
よ
り
、
既
に
正
式
の
人
國

許
可
も
受
け
、

シ
ヱ
ル
パ
の
豫
約
、
隊

員

の
訓
練
、
重
要
装
備
の
試
験
等
の
時

日
を
考
慮
す
る
時
は
徒
ら
に
遷
延
を
許

さ
ず
、
去
る
九
月
九
日
の
役
員
絶
會
に

於
て
廿
四
名
の
小
委
員
會
を
決
定
し
て

準
備
委
員
會
を
開
催
す
る
旨
決
議
し
、

右
準
備
委
員
會
は
九
月
十
七
日
開
催
、

左
記
の
如
く
新
し
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
會

並
び
に
賓
行
委
員
會
の
人
選
運
管
方
針

等
の
細
目
を
決
定
し
た
。

準
備
委
員

（會
員
番
琥
順
）

日
高
。
槙
。
沼
井
。
松
方
。
神
谷
。
成

瀬
。
三
田
。
交
野
。
今
西
。
渡
邊
。
堀

田
。
谷
口
。
高
木
。
竹
節
。
望
月
。
今

村
。
林
。
田

口
。
辰

沼
、
村

山
。

沼

倉
。
藤
井
。
千
谷
。
金
坂
。

決
議
事
項

一
九
五
四
年
度

マ
ナ
ス
ル
登
山
に
開
し

日
本
山
岳
會
内
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
會
及

び
登
山
賓
行
委
員
會
を
置
く

一
、
主
旨

０

　
一
九
五
四
年
度

マ
ナ
ス
ル
登
山
に

開
し
て
は
責
任
の
所
在
を
よ
り
明
確

に
し
て
準
備
と
賓
行
と
後
の
始
末
ま

で

一
貫
性
を
持
た
せ
る
事
。

０
　
末
年
度
登
山
隊
の
編
成
は
登
攀
隊

に
全
力
を
集
中
す
る
事
。
従
つ
て
科

學
専
攻
者
を
加
え
る
事
が
あ
つ
て
も

登
攀
隊
員
た
る
べ
き
資
格
を
重
視
す

る
事
。

０
　
末
年
度
登
山
計
豊
の
一
切
を
公
平

な
る
選
出
に
よ
る
、
経
験
深
き
中
堅

層
よ
り
成
る
賓
行
委
員
會
に
置
く
。

二
、
組
織

０
　
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
會

②
　
登
山
賓
行
委
員
會

β
　
連
絡
委
員
會

附
則
、
委
員
會
と
本
會
理
事
會
と
の

連
絡
の
た
め
、
日
本
山
岳
會
に
指
営

理
事
を
置
く
。

三
、
任
務

０
　
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
會
の
任
務

ｎ

一
九
五
四
年
度

マ
ナ
ス
ル
登
山
に

開
す
る
最
高
の
監
督
並
び
に
運
螢

０

一
九
五
四
年
度

マ
ナ
ス
ル
登
山
に

封
す
る
募
金
関
係

い
其
他
重
要
な
る
事
項

②
　
登
山
賓
行
委
員
會
の
任
務

い
隊
長
候
補
者
数
名
の
選
出

０
隊
員
の
選
出

い

一
九
五
四
年
度

マ
ナ
ス
ル
登
山
に

開
す
る
計
豊
の
立
案
準
備
を
行
い

併
せ
て
そ
の
賓
行
と
善
後
措
置
に
任

ず
る
。

Ｈ
其
他
必
要
な
る
事
項

０
　
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
會
の
人
選

０
　
登
山
賓
行
委
員
會
の
人
選

右
は
何
れ
も
槙
會
長
、
成
瀬
常
務
理

事
に

一
任
、
但
し

い
登
山
賓
行
委
員
會
の
員
敦
は
五
人

乃
至
七
人
と
す
る
こ
と

０

ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
會
と
賓
行
委
員
會

の
兼
任
は
原
則
と
し
て
認
め
な
い

い
右
雨
委
員
會
に
於
て
は
大
々
必
要

な
る
場
合
は
員
数
を
増
減
す
る
事

が
出
来
る
事
。

０
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
會
は
必
要
に
應
じ

て
本
會
會
員
以
外
よ
り
委
員
を
委

嘱
す
る
事
が
出
来
る
こ
と
。

右
に
よ
り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
會
並
び

に
登
山
賓
行
委
員
會
の
人
選
の
委
任
を

受
け
た
槙
會
長
並
び
に
成
瀬
常
務
理
事

は
慎
重
協
議
の
結
果
、
左
の
如
き
人
選

を
決
定
、
九
月
二
十
八
日
附
、
會
長
名

を
以
て
左
記
各
位
に
推
薦
状
を
食
送
し

暴
の
二
十
四
名
よ
り
成
る
準
備
委
員
會

は
解
散
し
、
弦
に
新
し
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
委

員
會
並
び
に
登
山
賓
行
委
員
會
の
食
足

に
よ
つ
て

一
九
五
四
年
度

マ
ナ
ス
ル
登

山
に
対
す
る
準
備
は
更
に

一
歩
前
進
す

る
事
に
な
つ
た
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
會
委
員

槙
、
松
方
、
日
高
、
大
島
、
別
宮
、
伊

集
院
、
早
川
、
三
田
、
西
堀
、
今
西
、

成
瀬

（槍
営
理
事
兼
任
）
、
田
日
、高
木
、

谷
日
、
望
月
、
加
藤
泰

（書
記
兼
任
）

登
山
責
行
委
員
會

三
田
、
村
山
、
村
木
、
加
藤
喜
、
山
田

成
瀬

（指
富
理
事
、
但
し
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
）

「
マ
ナ
ス
ル
」
に
統

一

〓
＞
Ｚ
＞
∽
ｒ
Ｃ

の
ヵ
ナ
書
き
は
日
本

山
岳
會
で
は
木
暮
理
太
郎
氏
の
書
か
れ

た
も
の
に
従
つ
て
マ
ナ
ス
ル
ゥ
を
採
用

し
従
来

「
山
岳
」
「會
報
」
等
に
記
し
て

き
た
が
、
毎
日
新
聞
で
は
マ
ナ
ス
ル
と

褒
表
し
て
き
た
。
し
か
る
に
元
末
日
本

の
ヵ
ナ
が
現
わ
す
嚢
音
は
正
確
を
期
し

難
い
の
で
、
既
に
新
聞
紙
上
で
親
し
ま

れ
た

「
マ
ナ
ス
ル
」
に
統

一
し
た
方
が

こ
の
際
宣
し
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
意
見

を
容
れ
て
、
今
後
は
右
に
統

一
す
る
こ

と
ヽ
し
た
か
ら
お
知
ら
せ
す
る
。

再
び
頂
上

へ
の
道
を
ノ

ー
會
員
諸
子
に
な
う

槙
　
　
有
　
恒

本
會
の
本
年
に
於
け
る
マ
ナ
ス
ル
登

山
隊
は
、
七
七
五
〇
米
の
地
釉
に
ま
で

達
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
頂
上
を
極
め

る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
。
し
か
し
こ

の
隊
に
よ
つ
て
、
始
め
て
山
自
證
の
詳

細
な
知
識
と
、
こ
れ
に
対
す
る
途
が
具

證
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
い

う
収
穫
は
、

マ
ナ
ス
ル
に
止
ま
ら
ず
粁

末
の
登
山

へ
の
大
き
な
寄
興
と
前
進
と

を
力
付
け
る
も
の
と
信
ず
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
開
す
る
限
り
、
昨
日
ま

で
は
想
念
の
範
園
を
越
え
か
ね
て
お
つ

た
も
の
が
、
今
日
は
新
ら
し
く
、
確
賃

性
を
持
つ
た
判
断
を
以
て
こ
れ
に
当
す

る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
に
な
つ
た
。
本

會
が
マ
ナ
ス
ル
の
残
さ
れ
た
頂
上
へ
の

道
を
、
こ
の
経
験
の
基
礎
の
上
に
、
更

ら
に
隊
を
派
遣
し
て
試
み
た
い
念
願
の

切
な
る
も
の
を
持
つ
た
の
も
営
然
と
思

う
。
然
る
に
幸
な
こ
と
に
は
、
毎
日
新

聞
社
よ
り
再
び
好
意
あ
る
後
援
の
申
出

に
接
し
、
末
春
を
期
し
て
マ
ナ
ス
ル
登

山
再
奉
の
準
備
に
と
り
か
ゝ
る
こ
と
に

な
つ
た
。
既
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
會
及
登

山
賃
行
委
員
會
を
設
け
て
こ
れ
に
営
つ

て
い
る
次
第
で
あ
る
。

希
く
は
会
員
各
位
に
お
か
れ
て
も
、

本
年
の
隊
に
寄
せ
ら
れ
た
る
御
好
意
に

倍
す
る
御
支
援
を
賜
わ
り
た
く
お
願
い

す
る
も
の
で
あ
る
。

×

×

×

野

呂

川

の

荒

療

過
日
山
梨
大
學
山
岳
會
員
が
数
隊
に

分
れ
て
、
今
冬
の
南
ア
ル
プ
ス
全
山
縦

走
の
偵
察
を
行
い
下
山
し
ま
し
た
が
、

そ
の
報
告
に
よ
る
と
、
白
峯
附
近
の
渓

は
去
る
九
月
の
十
三
琥
台
風
の
影
響
が

甚
だ
し
く
、早
川
の
鷲
の
巣
吊
橋
、荒
川

の
吊
尾
根
入
回
の
吊
橋
は
全
壊
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
鷲

の
巣

の
方
は

雨
岸
に
頑
強

に
築
か
れ
た
石
垣
も
鐵
線

ま
で
も
跡
方
も
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

又
昭
和
廿
六
年
改
築
し
た
荒
川
小
屋

も
、
野
呂
川
荒
川

の
合
流
黙

の
篤
に
、

重
地
が
け
ず
ら
れ
て
、
小
屋
は
全
く
面

影
が
あ
り
ま
せ
ん
。

縣
で
も
こ
の
報
告

に
依

つ
て
封
策
を

講
じ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
末
年

の
夏

山
ま
で
に
建
築
出
来
る
か
ど
う
か
今

の

と
こ
ろ
は

つ
き
り
し
ま
せ
ん

（
山

梨

支

部
）

海
外
遠
征
外
貨
申
請

に
つ
い
て

日
本
證
育
協
會
よ
り
本
會
宛
、
海
外

遠
征
の
外
貨
割
嘗
に
開
し
次
の
如
く
資

料
提
出
方
を
求
め
ら
れ
た
か
ら
會
員
諸

氏
は
御
留
意
下
さ
い
。

海
外
遠
征
登
山
に
対
す
る
所
要
外
貨

は
御
承
知
の
如
く

一
般
ス
ポ
ー
ツ
と
同

様
、
ス
ポ
ー
ツ
の
枠
内
に
含
め
ら
れ
、

大
蔵
省
に
於
て
審
議
査
定
を
受
け
る
の

で
、
本
會
に
於
て

一
括
取
経
め
證
協
内

國
際
委
員
會
に
提
出
す
る
こ
と
ヽ
な
つ

て
て
い
ま
す
。

つ
い
て
は
會
員
及
び
関
係
の
向
に
し

て
末
年
度
海
外
遠
征
の
御
計
蓋
が
あ
ら

ば
所
要
外
貨
豫
算
及
び
遠
征
計
菫
を
末

る
十
二
月

一
日
ま
で
に
本
會
ま
で
御
洩

ら
し
下
さ
る
よ
う
お
願
申
上
げ
ま
す
。

急 生回

(6)
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執
　
筆
　
の
　
辮

瞳
協
●
日
本
山
岳
會
史

沼

井

鐵

太

郎

生
半
可
あ
る
特
定
地
域
の
登
山
史
を

書
い
た
り
、
登
山
資
料
管
見
に
ち
と
ば

か
り
鋼
れ
て
見
た
ば
つ
か
り
に
、
こ
の

編
纂
を
會
か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
て
又
も

前
科
を
重
ね
る
事

に
な

つ
た
ん
だ
か

ら
、
て
も
恐
ろ
し
や
笑
止
や
な
。
史
學

な
り
考
證
學
な
り
の
學
間
に
全
然
の
問

外
漢
、
山
を
知
る
事
に
於
て
も
深
か
ら

ず
廣
か
ら
ず
の
筆
者
の
如
き
に
、
さ
せ

る
方
も
さ
せ
る
方
な
ら
、
す
る
方
も
す

る
方
で
あ
つ
た
。
出
来
上
つ
て
末
代
ま

で
も
博
わ
り
そ
う
な
事
を
考
え
る
と
冷

汗
三
斗
の
思
い
で
あ
る
。

さ
て
こ
の

「
日
本
山
岳
會
史
」
は
山

岳
三
十
年
所
載
故
黒
田
孝
雄
君
の

「
日

本
山
岳
會
三
十
年
」
の
形
式
を
踏
襲
し

て
、
昭
和

十
年

以
前
の
分

は

「
三
十

年
」
の
記
事
を
コ
ン
デ
ン
ス
し
且
つ
修

正
補
足
し
、
以
後
の
分
は
新
た
に
書
き

足
し
た
。
即
ち
終
戦
の
年
ま
で
の
第
四

期
と
終
戦
後
の
第
五
期
で
あ
る
。

豫
定
紙
数
の
関
係
で
、
「
三
十
年
」
の

要
約
に
も
固
書
文
献
の
記
載
は
省
い
て

「
會
誌
」
に
も
全
く
手
を
出
さ
な
か
つ

た
。
人
の
敬
稀
も
殆
ど

一
切
つ
け
ず
、

一
方
登
山
関
係
以
外
の
讀
者
の
便
宜
も

考
え
て
山
岳
に
成
る
べ
く
標
高
を
附
す

る
事
に
し
た
。
登
山
記
録
の
時
代
分
類

も
正
確
で
あ
る
よ
う
に
つ
と
め
た
。
要

す
る
に
筆
者
は
筆
者
と
し
て
の
態
度
が

あ
り
、
従
つ
て
見
様
に
よ
つ
て
は
黒
田

君
の
遺
作
を
ま
る
で
愛
え
て
し
ま
つ
た

様
に
見
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

然
し
ひ
つ
き
よ
う
黒
田
君
の
御
蔭
で

や
つ
と
書
く
氣
に
な
つ
た
よ
う
な
も
の

で
、
こ
う
い
う
結
晶
母
が
な
く
て
初
手

か
ら
た
と
え
ば
五
十
年
史
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
た
ら
、
曲
り
な
り
に
も
の
成

果
を
見
る
事
な

ど
出
来

な
か

つ
た
ろ

う
。
人
の
も
の
を
そ
の
意
固
を
生
か
し

て
短
的
に
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
書
き
す
る
事

が
如
何
に
困
難
で
あ
る
か
が
判

っ
た
と

共
に
、
初
め
は
あ
れ
こ
れ
と
先
鞭
者
の

書
き

つ
振
り
を
批
判
し
て
い
た
自
分
も

績
け
て
や
つ
て
見
て
、
こ
り
や
大
愛
な

も
の
だ
つ
た
、
よ
く
獨
力
で
あ
れ
だ
け

で
も
ま
と
め
た
も
の
だ
と
感
心
す
る
ば

か
り
。
筆
者
が
黒
田
君
と
山
行
を
共
に

し
た
の
は
た
ゞ
の

一
回
限
り
、
さ
し
て

親
し
く
も
し
な
か
つ
た
が
、
同
君
と
親

し
か
つ
た
虎
ノ
門
時
代
の
人
々
な
ら
ば

餘
計
に
彼
の
献
身
的
山
岳
會
道
を
賞
讃

す
る
に
相
違
な
い
。

證
協
の
日
本
山
岳
會
史
も
決
し
て
日

本
登
山
史
で
な
い
。
け
れ
ど
も
會
員
以

外
の
業
績
で
も
、
重
要
な
も
の
は
、
た

と
え
ば
あ
る
山
群
積
雪
期
の
登
山
の
綜

合
記
録
だ
と
か
、
あ
る
山
岳
国
證
の
活

動
要
録
だ
と
か
、
結
局
何
等
か
の
形
で

「
山
岳
」
、
「
會
報
」
又
は
戦
後
の
「
山
」

に
報
告
さ
れ
て
い
る
と
見
る
の
が
妥
富

で
、
そ
う
し
た
も
の
は
日
本
の
登
山
開

係
の
代
表
を
以
て
自
他
共
に
任
ず
る
本

會
の
公
認
記
録
と
見
な
し
て
も
い
ゝ
の

で
あ
る
ｃ
こ
の
意
味
か
ら
筆
者
は
會
員

個
人
の
み
な
ら
ず
、
近
代
に
於
て
は
寧

ろ
国
證
と
し
て
入
會
し
て
い
る
學
校
山

岳
部

・
地
方
登
山
口
證
の
顆
著
な
新
記

録
的
業
績
は
、
本
稿
に
盛
入
れ
る
べ
く

つ
と
め
た
。
ま
た
時
代
に
相
應
し
、
登

山
規
模
が
個
人
的
よ
り
組
織
力
あ
る
国

瞳
の
手
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
つ
た

スキ‐口昌

TEL(35)2959
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最
近
代
特
に
そ
う
で
な
け
れ
ば
會
史
は

書
き
得
な
い
様
相
と
な
つ
て
い
る
。
か

く
て
筆
者
は

一
歩
で
も
日
本
登
山
史
に

近
い
様
に
廣
義
日
本
山
岳
會
史
を
取
扱

つ
て
見
た
の
で
あ
つ
た
。
但
し
結
果
の

不
備
不
満
の
御
し
か
り
は
萬
々
承
知
で

検
討
の
餘
祐
な

き

現
在
止

む

を
得
な

二
年
後
に
誰
か
が
執
筆
す
る
か
も
知

れ
な
い

「
日
本
山
岳
會
五
十
年
」
も
筆

者
は
然

あ
れ

か

し

の
態
度
を
保
有
す

る
。
又
他
日
懸
案
の

「
登
山
年
譜
―
日

本
登
山
史
」
の
編
纂
も
寛
容
公
平
な
心

持
で
螢
ま
れ
た
い
と
思
う
。
そ
れ
に
は

軍
獨
特
定
の
人
の
み
で
な
く
、
常
在
の

登
山
記
録
委
員
會
、
文
献
委
員
含
で
も

早
く
作

つ
て
先
づ
末
年
度
の
山
日
記
あ

た
り
か
ら
前
年
記
録
の
整
理
公
認
を
し

て
行
く
の
が
道
筋
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。因
み
に

「
日
本
證
育
史
」
は
原
則
と

し
て
昭
和
十

一
年
以
後
の
分
を
網
羅
し

末
春
二
月
頃
限
定
出
版
さ
れ
る
豫
定
だ

と
い
う
。

ア
ン
ナ
・プ
ル
ナ
か
ら

舟

橋

明

賢

十
月
九
日
を
迎
え
ま
し
た
。
中
日
紙

上
で
御
覧
の
事
と
存
じ
ま
す
が
、
南
面

は
遂
に
登
路
が
食
見
出
来
ず
、
旅
装
を

整
え
て
再
び
北
面

へ
の
旅
に
出
残
し
ま

す
。
南
面
の
氷
河
は
常
識
で
は
考
え
ら

れ
ぬ
よ
う
な
狭
い
谷
か
ら
時
々
雪
崩
れ

乍
ら

マ
デ
ィ
コ
ラ
に
落
ち
て
い
ま
す
。

雪
崩
を
覺
悟

し

て
、
空
身

で
登
る
以

外
に
策

は
な
く
、

現
在

の
状
態
で
は

「
ｏ
二
①
【
を
使
用
出
来

ぬ
事
は
南
面
よ

り
の
攻
，
撃
を
停
止
す
る
事
だ
と
断
定
し

た
次
第
で
す
、
北
面
か
ら
の
攻
撃
は
恐

ら
く
冬
が
末
て
強
風
と
寒
さ
と
の
問
い

に
な
る
事
と
思
い
ま
す
。

吾
々
は
本
隊
を
別
と
し
て
シ
ェ
ル
パ

一
人
を
連
れ
て
歩
か
ざ
る
を
得
ぬ
状
況

に
な
り
、
殆
ど

∽
”
〓
げ
ら
し

い
気
持

を
味
わ
ず
に
こ
こ
ま
で
末
ま
し
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
中
の
食
事
も
馴
れ
る
事

を
第

一
に
考
え
て
多
少
の
嗜
好
品
を
各

人
が
持
寄
っ
て
、
ト
ラ
ベ
ル
中
の
嗜
好

食
品
と
す
る
と
い
う
様
な
や
り
方
で
充

分
行
け
る
様
な
氣
が
し
ま
す
。

資
金
的
に
可
能
な
ら
ば
、
末
年
の
マ

ナ
ス
ル
隊
も
是
非
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
カ

ト
マ
ン
ヅ
迄
、
飛
行
機
を
用
い
る
べ
き

で
あ
り
汽
車
便
を
利
用
す
る
事
は
労
多

く
し
て
、
功
少
い
憾
み
が
あ
り
ま
す
。

汽
車
も
出
来
る
だ
け
小
梱
包
を
数
多

く
し
て
、
隊
を
幾
つ
か
に
分
け
て
輸
送

す
れ
ば
大
丈
夫
で
し
よ
う
。
現
在
ポ
ヵ

ラ
ー
ブ
ト
ワ
ー
ル

（
チ
ヤ
ー
タ
ー

一
機

〇
・０

８
８

月
ｕ
∽
）
三
十
分
間
、
ポ
ヵ

ラ
ー
ヵ
ト
マ
ン
ヅ
の
空
路
が
開
い
て
お

り
ま
す
。

吾
々
は
ポ
ヵ
ラ
ー
ブ
ト
ワ
ー
ル
を
飛

行
機
で
阪
る
つ
も
り
で
す
。

最
初
の
一
幕
は
喜
劇
的
に
フ
ィ
ナ
ー

ン
を
迎
え
て
次
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
始
り

ま
す
。
ど
の
位
聞
え
る
か
否
か
不
明
で

す
が
出
来
る
丈
の
事
を
や
る
つ
も
り
で

す
。
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
り
ま
す
。

追
伸
吾
々
は
シ
ェ
ル
パ
の
装
備
を
も
つ
て

末
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
彼
等
の
装
備
中

靴
は
相
富
ひ
ど
い
も
の
で
吾
々
が
持
参

し
た

”
ｏ
ュ
①
【
用
の
靴
を
渡
し
て
や
つ

た
様
な
次
第
で
す
。　
”
ｏ詳
ｏ
【
は
高
庭

用
に
使
う
連
中
に
は
矢
張
り
上
下

一
揃

い
は
必
要
と
思
い
ま
す
。
餘
計
事
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
―

。

（九
月
十
日
）

☆

　

　

　

☆

八
重

洲

口
営

業
所

中
央
区
呉
服
橋
二
の
五

東
京
駅
八
重
州
口
下
車

鉄
鋼
ビ
ル
筋
向
イ
角

電
話
（２７
）
五
六
五
四

山友祓 高 橋 靴 店
東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 3

電 話 四 谷 (35)1929
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工
峯
登
頂
の
講
演
會

璽
野
亮
之
助

営
地
で

エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
登
攀

の
講
演

會
が
十
五
日
の

”
”
】”

「
①
∽８

ご
〓
８

に
始
ま
り
九
月
中
だ
け
で
も
八
回
、
更

に
十
月

二
回
、
十

一
月

一
回
と
行
わ
れ

ま
し
て
小
生
も
昨
日

（十
九
日
）
聞
く

事
が
出
何
ま
し
た
の
で
、
其
模
様
だ
け

で
も
御
博
え
し
て
お
き
ま
す
。

會
場
は
ウ
オ
ー
タ
ー
ル
ー
橋

の
横

に

一
九
五

一
年

に
出
来
た

”
ｏ
Ч
”
】
『
８
‐

〓
く
”
】
口
”
〓
で
英
國
に
は
珍
ら
し
い
モ

ダ

ン
な
も

の
で
す
。
會
場

の

一
階
を
入

つ
た
所
に

工，ブ

ェ
レ
ス
ト
の
大
き
な
模

型
が
お
か
れ
、

ル

ー

ト

が

示
し
て
あ

り
、
更

に
そ
の
上

の

一の
１
”
８

に
は
多

数

の
ヵ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
が
並

べ
ら
れ
て

登
攀

の
模
様
を
示

し

て

い
ま

す
。
全

部
パ
ａ
算

８
】ｏ
日

で
撮

影

し

た
様

で

目
〓
”
こ

が
頂
上

ア
タ

ッ
ク
の
時
に
と

つ
た
フ
イ

ル
ム
が
長

い
ま
ま

（
三
十
六

枚
）

で

８
ｕ
Ч
し
た
も

の
が
展
示
し
て

あ
り
ま
し
た
が
南
峰
か
ら
と
つ
た
最
後

の
リ
ッ
ヂ
の
篤
員
か
ら
更

に
上

つ
て
頂

上
か
ら
と
つ
た
四
方

の
篤
員
、
そ
れ
か

ら

弓
８

∽
Ｆ
”

の
旗
を
も

つ
て
立

つ
て

会 員通 信

い
る
所

（之
は
三
枚

と
つ
て
あ

つ
て

一

枚

が

一
番
良
く
出
来
て
い
る
）

ノ
ー
ス

コ
ル
を
見
下
し
た
も

の
等
非
常

に
実
感

が
出
て
い
て
、
殊

に
頂
上
の
前
後
で
白

く
抜
け
て
失
敗
し
た
の
が

一
枚
づ

ゝ
あ

る
な
ど
興
味

が
あ
り
ま
し
た
。

定
刻

に
ね
ず
み
色

の
ダ
ブ

ル
を
着

た

二
人
が
現

わ

れ
隊
長

目
“
ュ

が

ω
？

〓
０
〓
８

と

口
〓
”
こ

雨

氏

を
紹
介

し
て
直
ぐ
に
講
演
が
始
ま
り
、
暗
く
な

つ
て
先
づ

口
暉
ュ

隊
長

が
し
や

べ
り
、

幻
燈
は
先
づ
ヵ
ト

マ
ン
ズ
の
英
國
大
使

館

の
篤
員
か
ら
始
ま
つ
て
、
途
中

の
旅

行
、
”
”
∽①
８
日
り

の
設

定
、

ｏ
”
ヨ
０

日く

の
邊
ま
で
を

目
嘔
ユ

氏

が
し
や

べ

り
講
演
者
だ
け

ス
ポ
ッ
ト
で
照
ら
し
て

と
ぎ
れ
る
事
な
く

ω
８

ａ
〓
８

氏

と

交

代

し

彼

が

次

に

８
８
ｏ
く
目
Ｆ

８
日
ｕ

ＨＸ
・
南
峰

へ
の
登
頂
を

８
ｏ
下

”
①
Ч

（
ロ
ン
ド

ン
訛
）

の
強

い
言
葉
で

し

や

べ
り

弓
①
ュ

品

が

酸

素

の
ポ

ン
ベ
の
事
を

”
品

〓
∽
ｒ
斗

だ

と

い

つ
た
と
か
時
々
皆
を
笑
わ
せ
な
が
ら
流

暢

に
し
や

べ

つ

て

最
後

の

目
〓
”
こ

氏

と

代

り
、

彼
が

今

度

は

∽
８

事

８
】
か
ら
始
め
て
如
何

に
頂
上
に
達
し

た
か
を
語

つ
て
後
は
又
、
頂
上
か
ら
下

り
た
後

で
と
つ

た
鳥
員

を

順
次
見
せ

て
、
最
後

に

ｒ
〓
①

八
月
十
日
琥

に
出

て
い
る
金
色

に
輝
い
て

い
る

ｒ
ｒ
ｏ
お
①

の

∽
圧

の
で
約

二
時
間

に

わ

た

る
講

演
會
は
終
了

し
ま

し

た
。

此
間
全
部

８
】ｏ
〓

∽
】〓
①
の
連
績
で
賓
に
す
ば
ら

し
い
も

の
で
し
た
。
目
目

一
氏
は
軍
人

ら
し
く
話
は
あ
ま
り
上
手
で
は
な
く
、

口
〓
”
こ

氏

の
言
葉

も
く
せ
が
あ

つ
て

小
生

の
如
き
語
學
力
で
は
中

々
分
か
り

に
く
く
話

の
方

の
全
容
を
巧
く
御
博
え

出
末
な
い
の
は
残
念

で
す
。

此
講
演
會
は
毎
回
二
人
づ
ゝ
講
師
が

あ
り
、　
大
證
毎
回

と

も

国
“
口
Ｆ

目
†

〓
”
こ

雨
氏

の
中

一
人
は
入

つ
て
い
て

後
は
各
隊
員

が
順
次
加
わ

つ
て
い
る
様

子
で
す
。

↓
ｒ
”
日
①
∽
河
を
見
下
す
廣

い
廊
下

に

は
登
攀
に
用
い
た
ラ
ヂ
ウ
ス
、
酸
素
ボ

ン
ベ
、
時
計
、
衣
類
等
を
各

メ
ー
カ
ー

が
ウ
イ

ン
ド

ー
に
展
示
し
て
あ
り
、
之

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
尚
今
月

二
十

二
日
に

Ｒ
ゴ
８
８
こ

が

日
く
の
お
∽
”
の

０
０
Ｃ
【
　
∽
口
０
「
】
①
【づ
Ｏ
口
絆
　
ω

∽
ｏ
０

０

ｏ
よ
τ

山
山
斗
Ｊ

そ
う
で
す
パ
九
月
二
〇
日
　
ロ
ン
ド
ン

に
て
）湯

俣

温

泉土

田
　
新

一

八
月
二
十
七
日
―
五
時
間
近
く
激
し

い
雨

の
中
を
歩

い
て
湯
俣
温
泉
に
着

い

て
驚

い
た
。
東
電
番
人
小
屋
と
雨

の
洩

る
無
人
の
仮
小
屋
が
あ
る
だ
け
で

「
二

階
建
百
五
十
人
収
容

の
温
泉
」
は
跡
形

も
な
い
。
早
速
雨
洩
修
理
や
燃
料
あ

つ

め
に
大
童
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
た
の
し

み
に
し
て
い
た
憶
邊

の
休
息

は
夢
物
語

に
な

つ
て
し
ま
つ
た
。

日
　
大
町
観
光
課
平
村
観
光
協
會
大

町
観
光
協
會
装
行

「
北

ア
ル
プ

ス
岳

・

温
泉

・
湖
」
―

先
年
雪
崩

で
崩
壊
し

た
湯
股
温
泉
小
屋
は
二
十
八
年
か
ら
二

階
建

の
ス
マ
ー
ト
な
温
泉
小
屋
と
し
て

開
設
さ
れ
て
い
る
の
で
旅
行
者
は
ゆ

つ

く
り
と
此

の
邊

の
景
観

に
都
塵
を
避
け

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

０
　
松
本
市
観
光
課
装
行

一
九
五
三

年
版

「
北

ア
ル
プ
ス

（信
州
側
）
山
小

屋

・
旅
館

・
交
通
案
内
」
―

湯
股
温

泉
収
容
力

一
五
〇
開
設
期
間
七

・
一
―

九

・
二
〇

０
　
朋
文
堂
刊
昭
和

二
十
八
年

六
月

二
十
日
改
訂
再
版
田
邊
和
雄
氏
著

「
マ

ウ

ン
テ
イ

ン
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
上
高
地

・

槍

・
穂
高
」
―

‐湯
俣
温
泉
昭
和
二
十

七
年
雪
崩
で
倒
潰
二
十
八
年
再
建

（本

著
の
凡
例
―

山
小
屋
等
の
記
事

和
二
十
七
年
か
ら
二
十
八
年
現
在

で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
た

０
　
日
本
山
岳
會
昭
和

二
十
八
年
版

山
日
記
―

‐湯
俣
温
泉
仙
人
閣
流
失
使

用
不
能
こ
の
小
屋
に
開
す
る
四
つ
の
案
内
は

食
行
年
月

の

一
番
古
い
日
本
山
岳
會
が

唯

一
正
確
な
も

の
で
地
元
や
最
新

の
案

内
は
全
て
出
鱈
目
と
は
、

こ
の
種

の
記

事
が
慎
重
を
要
す
る
も

の
で
又
、
資
行

者
が
市
町
村
や

一
流
出
版
社
だ
け
に
残

念
で
あ
る
。

八
月

二
十
九
日
―

肩

の
小
屋
増
築

工
事

の
た
め
槍
平
小
屋
に
は
大
工
や
人

夫
が
二
十
人
近
く
い
る
と
の
穂
刈
さ
ん

の
話
で
槍
澤

に
員
直
ぐ
下
る
こ
と
に
す

る
。
北

ア
ル
プ

ス
中
わ
た
し
の
最
も
好

き
な
槍
平
小
屋
、
山

の
静
か
さ
を
味
わ

し
て
く
れ
る
槍
平
小
屋

へ
の
久
し
振
で

の
訪
間
は
又

一
年
延
び
て
し
ま
つ
た
。

殺
生
小
屋
は

一
千
萬
園

の
豫
算

で
新
築

す
る
計
書
で
地
均
し
の
最
中
だ

つ
た
。

螢
利
事
業

と
し
て
山
小
屋
に

一
千
萬
園

投
資
さ
れ
る
様

に
な

つ
た
登
山
人
口
の

増
大
を
よ
ろ
こ
ぶ
と
共
に
緩
誉
が
成
り

た
つ
様

に
し
ば
ら
れ
る
登
山
家
は
た
ま

ら
な
い
と
思

つ
た
。

槍
澤
小
屋
に
は
日
大
山
岳
部
失
火
事

件
〕興
相

と
非
開
業
期
間
中
同
部
を
ボ
イ

コ
ッ
ト
す
る
旨

の
穂
刈
さ
ん
と
北

ア
ル

プ

ス
山
小
屋
組
合

の
書
明
書
が
貼
ら
れ

て
あ

つ
た
。

こ
の
様
な
不
愉
快
な
確
執

は
早
く
解
決
し
て
欲
し
い
も

の
だ
。

こ

の
調
停
も
日
本
山
岳
會

の

一
つ
の
仕
事

だ
と
思
う
が
如
何
。

久
し
振
り
で
山
に
入
る
と
色

々
な
こ

と
が
あ
る
も

の
だ
。

新ヽ

か ヽ

て)ヽ

確
賓

r @r |if r
最ヽ 昭ヽヽ

ア
メ
リ
カ
通
信

中

屋

健

式

御
無
沙
汰
し
ま
し
た
。
矢
張
、
何
ん

と
か
、
か
ん
と
か
忙
し
く
て
山
に
行
く

暇
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
自
動

車
で
行
け
る
所
な
ら
二
、
三
歩
き
ま
し

た
。

ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
の
グ
ラ
ン
ド

・
テ

ィ
タ
ン
は
や
は
リ
ア
イ
ン
ス
が
屋
て

行

く
だ
け
あ

つ
て
素
晴
し
い
と
こ
ろ
で
し

た
。

ア
メ
リ
ヵ
人
の
山
登
り
も
相
営
熱

心
で
、
末
年
は

マ
カ
ル
を
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ヤ
登
山
隊
が
や
る
事

に
な

り

ま

し

た
。
若
し
失
敗
す
れ
ば
、
二
九
五
五
年

に
は
今
年

の
ヱ
ベ
ン
ス
ト
隊
が
試
み
る

と
云
う

の
で
、
張
切

つ
て
い
ま
す
。
何

し
ろ
五
月
か
ら
今
ま
で

「
ア
ン
ナ
ブ

ル

ナ
」
が
ず

つ
と
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
拾
位

の

中
に
入

つ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

ア
メ

リ
ヵ
の
登
山
熱
も
軍

に
ヒ
ロ
イ
ズ

ム
と

だ
け
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

と
き
に
ア
メ
リ
ヵ
山
岳
會

の
オ

ベ
リ

ン
嬢

か
ら

マ
ナ

ス
ル
の
フ
ル
ス
ト
ー

リ
ー
を
聞
き
た
い
と
い
つ
て
末

て
い
ま

す
。
三
田
さ
ん
か
ら
で
も
御
報
告
下
さ

る
と
喜
ぶ
と
思

い
ま
す
。
私

は
「毎
日
」

を
讀
ん
で
な
い
の
で
何
も
判
ら
ず
困
惑

し
て
い
ま
す
。
拾
壼
月
拾
日
頃

フ

ロ
リ

タ
に
學
會
が
あ

つ
て
行
き
、
そ
の
足

で

拾
萱
月
末
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
き
ま

す
の
で
、
ど
う
せ

一
寸
顔

を
出
さ
ぬ
わ

け
に
は
行
か
ず
、
行
け
ば
き
か
れ
る
に

き
ま
つ
て
い
ま
す
か
ら
。

御
面
倒
な
ら
ば
私
宛

に
何
か
資
料
を

送

つ
て
下
さ

つ
て
も
結
構

で
す
。

（右
成
瀬
理
事
宛
）

(8)
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山
靴
の
防
水

★松
岡

貞
蔵

そ
ろ
ノ
ヽ
冬
山
の
装
備
の
手
入
れ
時

と
な
つ
た
。
山
靴
と
ス
キ
ー
靴
の
防
水

法
を

一
寸
述

べ
て
見
た
い
。
近
頃
確
素

樹
脂
油

（
シ
リ
コ
ー
ン
・
オ
イ
ル
）
と

い
う
の
が
わ
が
國
で
も
製
造
さ
れ
賣
り

出
さ
れ

て

い

る

（日

本
確
素
樹
脂
Ｋ

Ｋ
、
信
越
化
學
Ｋ
Ｋ
、
東
芝
電
気
Ｋ
Ｋ

等
）
こ
れ
を
靴
に
塗

つ
て
十
分
革
に
浸

み
こ
ま
せ
る
と

（特
に
縫
目
の
縫
糸
に

町
寧
に
塗
る
と
縫
糸
が
丈
大
に
な
る
と

思
う
）
完
全
耐
水
性
と
な
る
。

こ
の
シ
リ
コ
ー
ン
・
オ
イ
ル
は
二
〇

〇
度

（拝
氏
）
か
ら
零
下
三
〇
度
の
範

園
で
物
理
的
性
質
が
殆
ど
愛
化
し
な
い

か
ら
、
如
何
な
る
寒
さ
に
も
か
た
く
な

ら
な
い
。
又
せ
つ
か
ち
の
人
間
が
ス
ト

ー
プ
で
靴
を
焦
す
こ
と
も
少
い
だ
ろ
う

（革
の
こ
げ
る
温
度
は
多
分
三
五
〇
度

位
か
ら
だ
ろ
う
か
ら
、
い
く
ら
シ
リ
コ

ー
ン
ｏ
オ
イ
ル
で
も
ス
ト
ー
ヴ
に
く
つ

つ
け
過
ぎ
て
は
駄
目
だ
ろ
う
が
、
こ
の

賓
験
は
や
る
勇
氣
が
な
く
て
試
み
て
な

い
。
そ
れ
よ
り
も
こ
れ
を
塗
つ
た
も
の

は
水
が
浸
み
込
ま
な
い
か
ら
、
乾
燥
の

必
要
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
）
。

ス
こ
れ
は
油
と
は
云
い
な
が
ら
動
植
物

質
の
所
謂
油
脂
と
ち
が
い
、
脂
肪
酸
を

含
ま
な
い
か
ら
空
気
に
よ
つ
て
酸
敗
し

な
い
。
従
つ
て
革
や
縫
糸
を
く
さ
ら
せ

な
い
。
手
脂
に
つ
い
て
も
不
快
な
脂
肪

感
が
殆
ん
ど
な
い
、
且
つ
無
色
無
臭
で

あ
る
か
ら
、
布
地
の
防
水
に
も
な
り
そ

ぅ
で
あ
る
。

（非
常
に
薄
手
の
絹
地
の

傘
に

一
寸
塗
つ
て
見
た
が
、
完
全
耐
水

性
と
な
る
）
。非
常
に
揮
褒
性
が
少
い
か

ら
永
持
ち
も
す
る
。

こ
れ
は
篤
員

レ
ン
ズ
や
眼
鏡
の
曇
り

よ
け
に
も
な
る
。
ネ
ル
地
の
布
に
浸
み

こ
ま
せ
た
も
の
を
日
本
橋
交
叉
粘
Ｓ
百

貨
店
の
地
階
で
賣

つ
て
い
る
が
、
大
愛

便
利
で
あ
る
。

山
靴
ば
か
り
で
な
く
、
通
勤
用
の
靴

に
塗

つ
て
お
く
と
、
豪
雨
の
時
で
な
い

限
り
、
あ
の
い
や
な
ラ
バ
ー
シ
ュ
ウ
ズ

な
ど
の
必
要
が
殆
ん
ど
な
い
。
又
あ
ら

ゆ
る
革
製
品
に
塗

つ
て
お
く
と
全
然
カ

ビ
が
生
え
な
い
。

こ
の
も
の
と
同
系
統
の
も
の
に
グ
リ

ー
ス
や
ワ
ニ
ス
等
も
あ
る
。
前
者
は
厳

寒
時
に
気
象
観
測
器
や
測
量
機
械
、
願

微
鏡
な
ど
の
滑
動
部
や
ネ
ヂ
の
部
分
に

塗
つ
て
お
く
と
、
軽
々
動
く

（普
通
の

時
計
油
や
ワ
セ
リ
ン
な
ど
で
は
非
常
に

重
く
な
る
）
ｃ後
者
は
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
用

の
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
に
塗
つ
て

一
五
〇

度
位
の
温
度
で
燒
き
つ
け
て
お
く
と
致

百
回
の
使
用
に
耐
え
る
と
云
わ
れ
る
か

ら
便
利
だ
と
思
う
。
序
だ
が
モ
ー
タ
ー

の
要
部
の
絶
縁
に
こ
れ
等
や
同
系
統
の

も
の
を
使

つ
た
も
の
は
、
水
の
中
で
も

平
氣
で
運
韓
で
き
る
位
で
あ
る
。
唯
こ

れ
は
少
し
高
領
で
五
〇
Ｏ
Ｃ・Ｃ
で
四
〇
〇

〇
園
位
す
る
。
又
少
量
で
は
求
め
難
い

か
ら
、
運
動
具
店
な
ど
で
小
わ
け
し
て

賣
り
出
さ
れ
る
と
便
利
と
思
う
。

倉
敷
レ
ー
ヨ
ン
山
岳
部
の

登
山
技
術
講
習
會

會
員
相
互
の
親
睦
、
指
導
啓
蒙
を
會

則
に
持

つ
営
會
に
と
つ
て
、
地
方
加
入

回
證
の
そ
れ
等
の
性
質
の
依
頼
は
出
末

得
る
限
り
に
お
い
て
受
入
れ
る
よ
う
に

努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
度
も
岡
山
の
倉

・
レ
山
岳
部
の
熱

心
な
申
出
に
よ
り
穂
高

ｏ
槍
の
縦
走
を

行
う
こ
と
に
な
つ
た
。
参
加
者
は
リ
ー

ダ
ー
内
藤
馨

氏
外

九

名

（内
女
子

一

名
）
講
師
川
森

ｏ
大
塚
外
サ
ブ
ニ
名
。

八
月
十
日
朝
、
島
々
に
て
落
合
い
、

徳
澤
に
泊
り
休
養
す
。

十

一
日
曇
後
雨
　
午
後
三
時
、
穂
高

小
屋
に
入
る
と
間
も
な
く
激
し
い
降
り

と
な
つ
て
頂
上
は
あ
き
ら
め
て
し
ま
つ

た
。
朝
出
る
と
き
か
ら
氣
に
な
る
天
候

で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
で
も
潤
澤
で
の
書

食
の
栞
し
く
、
僅
か
で
は
あ
つ
た
が
陽

光
の
輝
く
穂
高
の
連
峯
は
素
晴
ら
し
か

つ
た
。
ビ
ッ
チ
が
揃
わ
ず
、
快
適
な
登

高
は
出
来
な
か
つ
た
。

十
二
日
、
雨
　
出
残
を
延
ば
す
程
危

げ
な
天
候
だ
つ
た
が
、
そ
れ
で
も
北
穂

迄
は
割
に
葉
に
行
け
た
が
、
キ
ン
ッ
ト

の
途
中
か
ら
ひ
ど
い
風
雨
と
な
つ
て
辛

い
縦
走
を
證
験
さ
せ
ら
れ
た
。
大
キ
ン

ッ
ト
は
縦
走
路
と
い
つ
て
も
風
雨
の
中

で
は
注
意
を
要
す
る
所
で
あ
る
。
特
に

夏
と
い
つ
て
も
、
寒
さ
に
耐
え
る
十
分

な
装
備
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
満
員

の

「
肩
」
を
見
過
し
て
殺
生
小
屋
に
泊

る
。
午
后
四
時
。

す
つ
か
り
濡
れ
て
し
ま
つ
た
が
、
炭

火
、
い
わ
ん
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど

一
つ
な

い
内
地
の
山
小
屋
、
何
か
無
性
に
腹
が

立
つ
た
の
は
屋
根
裏
に
押
込
め
ら
れ
た

た
め
ば
か
り
で
は
な
い
。

良
い
ス
ト
ー
プ
を
入
れ
て
、
清
潔
な

飲
料
水
を
豊
富
に
貯
え
る
様
に
何
を
お

い
て
も
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。

十
三
日
。
雨
　
七
時
、
横
な
ぐ
り
の

雨
に
槍
の
登
頂
は
振
り
返

つ
た
、
け
。

四
時
の
バ
ス
に
間
に
合
う
様
ビ
ッ
チ
を

あ
げ
る
。
女
子
も
元
気
に
歩
き
三
時
無

事
上
高
地
到
着
、
そ
の
ま
ゝ
下
山
。

雨
の
た
め
、
何

一
つ
講
習
ら
し
き
も

の
は
出
来
な
か
つ
た
が
、
雨
中
の
尾
根

歩
き
の
證
験
は
得
難
い
も
の
と
思
う
。

そ
れ
は
北
ア
の
雄
大
な
景
観
を
眺
望
し

得
た
事
以
上
の
も
の
で
あ
る
事
も
疑
わ

な
い
。
員
面
目
な
人
達
と
気
持
の
良
い

山
行
の
無
事
に
出
来
た
事
を
喜
ん
で
い

る
。
そ
れ
も
終
始
協
力
を
惜
ま
な
か
つ

た
川
森
さ
ん
他
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
に
よ

る
と
こ
ろ
大
な

り

で
感
謝

に
た

え
な

い
。
　
　
　
　
　
　
　
（大
塚
博
美
）

風
見
武
秀
著

山

岳

篤

真

集

Ｂ
５
新
型
判

篤
員
七
十
二
頁

デ
ー
タ

ー
其
の
他
説
明
十
六
頁
ク
ロ
ー
ス
上
製

六
百
園
　
　
朋
文
堂

著
者
の
初
鳥
員
集
で
あ
る
。
著
者
の

若
さ
か
ら
く
る
力
と
感
覺
と
技
術
で
把

え
ら
れ
た
山
岳
と
雪
の
美
が
一
枚

一
枚

の
篤
員
に
溢
れ
て
い
る
。
カ
ラ
ー
鳥
員

に
は
今

一
息
と
い
う
印
刷
技
術
の
不
足

が
感
じ
ら
れ
る
が
他
は
立
派
な
出
来
ば

え
。
巻
末
の
篤
員
説
明
も
讀
ま
せ
る
。

第
八
回
國
民
腱
育
大
會
聖
人

護
送
に
神
谷
老
快
走

去
る
十
月
二
十
二
日
よ
り
愛
媛
縣
松

山
市
に
於
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
八
回

國
民
證
育
大
會
の
聖
火
旗
を
、
前
回
の

開
催
地
た
る
官
城
縣
仙
墓
市
よ
リ
マ
ラ

ソ
ン
に
よ
り
護
送
致
す
に
営
り
、
去
る

九
月
二
十
日

（日
曜
日
）
、同
旗
の
東
京

通
過
に
際
し
、
護
送
人
の

一
人
と
し
て

六
十
才
以
上
の
會
員

一
名
推
薦
を
證
協

よ
り
依
頼
受
け
、
本
會
は
評
議
員
、
神

谷
恭
氏
を
煩
わ
し
て
右
出
席
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

営
日
は
幸
、
初
秋
の
快
晴
に
恵
ま
れ

ラ
ン
ニ
ン
グ

ｏ
シ
ャ
ツ
姿
凛
々
し
き
神

谷
氏
は
、
證
協
傘
下
各
国
議
員
中
最
長

老
た
る
の
資
格
を
以
て
聖
火
旗
の
納
め

ら
れ
た
る
リ
ュ
ッ
ク
サ
ツ
ク
を
背
に
駿

河
壼
下
よ
り
證
協
事
務
室
迄
の
豫
定

コ

ー
ス
を
無
事
走
破
さ
れ
ま
し
た
。

本
會
は
葱
に
神
谷
氏
に
封
し
、
そ
の

書
苦
労
に
封
し
厚
く
御
祖
申
上
げ
る
。

STt呈

a″
ンヽ

周
ノ
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関
西
支
部
だ
よ
リ

二
八
年

ｏ
四
月
―
九
月

○
…
…
支
部
集
會
の
状
況
は
後
記
の
通

り
で
あ
る
が
、
委
員
會
の
十
四
回
は
別

と
し
て
小
集
會
の
二
回

（他
に
集
會
二

回
）
は
些
か
淋
し
い
感
が
す
る
。
だ
が

此
の
二
回
共
に
大
々
新
し
い
山
旅
の
報

告
で
あ
り
特
異
な
興
味
を
唆
ら
れ
て
幸

で
あ
つ
た
。

内
容
と
共
に
回
数
を
。
山
登
り
を
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
築

し

む
篤

の
小
集

會
、
老
若
の
岳
人
が
打
ち
く
つ
ろ
い
で

語
り
合
え
る
ほ
の
ハ
ヽ
と
し
た
雰
園
氣

を
盛
つ
た
小
集
會
を
も
つ
と
工
大
し
て

数
多
く
持
ち
た
い
と
思
う
。

委
員
會
の
議
題
、
否
惜
み
の
種
は
支

部

ル
ー
ム
の
維
持
封
策
で
あ
る
。
戦
前

古
く
支
部
創
設
以
来
先
輩
方
が
苦
労
し

て
確
保
さ
れ
た
こ
の
ル
ー
ム
は
今
後
も

極
力
承
維
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
れ
ば
と
て
数
十
名
の
支
部
會
員
の
零

細
な
會
費
の
み
を
以

つ
て
し
て
は
到
底

不
可
能
の
事

で
あ

る
。
本
賀
帳
の
回

附
、
ル
ー
ム
維
持
會
の
結
成
等
種
々
方

途
も
な
く
は
な
い
が
、
要
は
支
部
會
員

の
援

大
と
そ

し

て
支
部
會
員
の
多
数

に
、
ル
ー
ム
の
利
用
債
値
を
積
極
的
に

高
め
て
貰
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

○
…
…
又
委
員
會
で
は
支
部
運
営
の
方

法
が
論
議
さ
れ
た
。
支
部
が
大
阪
所
在

の
た
め
そ
の
會
合
は
全
て
大
阪
で
開
か

れ
る
た
め
京
都
、
神
戸
在
住
の
會
員
に

は
不
便
で
あ
る
。
ひ
い
て
は
支
部
や
ル

ー
ム
に
封
す
る
開
心
も
薄
く
な
る
。
斯

る
弊
を
是
正
す
べ
く
京
都
、
神
戸
連
絡

措
営
の
委
員
を
定
め
、
か
つ
雨
都
に
お

い
て
も
極
力
支
部
主
催
の
集
會
を
催
す

こ
と
と
し
た
。
そ
の
成
果
は
痔
末
に
期

待
で
き
よ
う
。

○
…
…
七
月
以
降

は
主

と

し
て

「
國

證
」
封
策
が
協
議
さ
れ
た
。
開
催
地
に

近
い
嘗
地
の
こ
と
と
て
現
地
と
支
部
を

積
極
的
に
支
援
す
べ
く
委
員
連
の
熱
意

は
見
る
べ
き
も
の
が
あ
つ
た
。

集
會
記
録

四
月
十
五
日
　
小
集
會

「
知
床
半
島
の

山
」
伊
藤
洋
平
君
の
話
と
映
宣
に
よ
る

報
告
、
於
大
毎
、
参
會
者
二
十
二
名
、

中
に
は
西
下
寺
の
ク
リ
シ
ュ
ナ
氏
の
顔

も
見
え
た
。

五
月
十
三
日
　
定
例
絶
會
　
於
大
朝

二
十
七
年
度
事
業
並
に
會
計
報
告
。
新

年
度
役
員
決
定
。
左
の
如
し

支
部
長
篠
田
軍
治
、
委
員
田
中
榮
蔵

太
田
敬
、
今
西
壽
雄
、
岸
田
権
二
、

片
山
英

一

（神
戸
連
絡
指
嘗
）
、梶
本

徳
次
郎
、
漢
野
清
彦
、
垣
畑
賓
、
伊

藤
洋
平
、
越
智
英
大
、
大
島
輝
大
、

小
谷
隆

一

（京
都
連
絡
措
嘗
）
監
事

仲
西
政

一
郎
、
陸
田
峠
郎

八
月
二
十
日
　
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
隊
秋
送

會
。
於
大
阪
電
通
。
隊
長
今
西
壽
雄
、

隊
員
伊
藤
洋
平
雨
君
出
席
。
戦
後
日
本

か
ら
三
度
目
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
隊
而
も

支
部
員
に
は
馴
染
深
い
京
都
勢
と
て
皆

で
大
い
に
激
励
、
雨
君
よ
り
も
力
強
い

決
意
の
披
涯
あ
り
猛
暑
を
吹
き
と
ば
し

て
軒
昂
た
る
意
氣
の
程
、
愉
快
で
あ
つ

た
。
参
會
者
二
五
名
。

九
月
十
八
日
　
小
集
會
　
ア
コ
ン
カ
グ

ア
登
攀
に
つ
い
て
。
隊
長
開
根
吉
郎
君

末
阪
の
機
を
提
え
、
早
稲
田
ク
ラ
ブ
で

一
夕
を
懇
談
す
る
。
開
根
君

一
流
の
名

調
子
は
登
攀
よ
り
も
む
し
ろ
旅
行
の
興

趣
、
殊
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
國
情
の
特
異

性
、
在
留
邦
人
の
生
態
を
端
的
に
印
象

づ
け
て
く
れ
た
。
十
五
名
参
集
。

山
梨
支
部
便
リ

○
…
山
梨
支
部
員
は
一
昨
年
の
四
十
五

名
に
較
べ
て
現
在
廿
名
と
い
う
、
数
的

会

務

報

告

マ
ナ

ス
ル
登
山
基
金

會
員
を
初
め
岳
人
関
係
各
位
の
御
協

力
に
よ
り
寄
附
絶
額
四
七

一
、
三
二
〇

園

（
回
数

一
、
三
七
〇
口
）
に
達
し
ま

し
た

（目
標
六
〇
萬
園
）

各
位
の
絶
大
な
る
御
懇
情
を
感
謝
致

し
ま
す
。
末
年
度
遠
征
計
董
は
着
々
準

備
致
し
て
お
り
ま
す
故

一
層
の
御
援
助

を
御
願
い
致
し
ま
す
。
尚
御
送
金
は
振

替
口
座
東
京
四
八
二
九
番
又
は
日
本
興

業
銀
行
の
日
本
山
岳
會
普
通
預
金
口
を

御
利
用
下
さ
い
。

芳
名
録

（十
月
十
日
現
在
）

前
回
追
加
分
五
八
、　
一
二
〇
園

▲
三
萬
六
七
七
〇
園
　
千
葉
縣
後
援
會

▲
一
萬
園
　
海
野
治
良

▲
二
千
園
　
今
西
錦
司
　
篠
田
軍
治

▲
一
千
園
　
澤
田
正
太
郎
　
岡
茂
雄

日
本
山
岳
會
信
濃
支
部
　
安
井
億
之

助
　
早
精
田
大
學
山
岳
部

▲
五
百
園
　
岡
本
茂
　
森
茂
八

▲
三
五
〇
園
・
日
本
山
岳
會
越
後
支
部

「
…
會
費
に
つ
い
て
お
願
い

一　
本
年
度
の
會
費
納
入
に
つ
き
お
願

い
し
ま
す
。

★
基
本
會
費
　
年
額
六
〇
〇
口

★
ル
ー
ム
維
持
費
　
年
額
　
一
五

〇
国

（地
方
會
員
は
六
百
園
を
、

東
京
都
、
千
葉
、
埼
玉
、
神
奈
川

居
住
會
員
は
七
五
〇
園
を
御
納
め

下
さ
い
。
尚
東
京
在
住
會
員
は
支

一

部
費
五
〇
園
を
加
え
八
〇
〇
園
と

一

中
絶
會

員

の
復
活
に

つ
い
て

去
る
七
月
八
日

（水
）
の
役
員
絶
會

に
於
て
左
の
如
き
件
を
決
定
致
し
ま
し

た
か
ら
何
卒
御
協
力
の
程
御
願
い
申
上

げ
ま
す
。

「
二
十
七
年
度
以
前

（含
二
十
七
年

度
）
會
費
滞
納
の
た
め
會
員
た
る
の
資

格
を
要
失
さ
れ
た
る
古
い
會
員
の
方
々

の
中
に
は
本
會
と
致
し
て
も
永
年
の
親

交
を
断
つ
事
は
如
何
に
も
忍
び
難
く
、

此
際
若
し
御
本
人
の
御
希
望
あ
ら
ば
金

五
百
園
也
を
納
入
願
つ
て
會
員
と
し
て

復
活
し
て
い
た
ゞ
く
事
。

尚

「
山
岳
」
を
御
希
望
の
節
は
賓
費

に
て
御
願
す
る
事
。
但
し
、
其
際
、
會

員
番
琥
は
喜
番
琥
の
判
明
せ
る
も
の
以

外
は
新
番
琥
に
よ
る
事
。」

就
而
、
會
員
各
位
に
於
か
れ
ま
し
て

は
右
菌
知
の
方
々
の
中
に
、
右
決
議
事

項
御
博
え
下
さ
れ
、
會
員
と
し
て
の
復

活
方
御
勘
誘
下
さ
れ
る
様
、
御
願
い
致

し
ま
す
。

役

　

員

　

会

九
月
役
員
絶
會

（
九
日
）

出
席
者
　
會
長
槙
　
理
事
成
瀬
、
交

野
、
渡
邊
、
金
坂
、
望
月
、
大
塚
、

村
山
、
藤
井
、
村
木
、
沼
倉
、
杉
本

評
議
員
　
松
方
、
堀
日
、
沼
井
、
岩

永
、
神
谷
、
谷
日
、
日
高
、
篠
田
、

村
井
、
三
日
、
監
事
　
林

議
　
事

１
　

一
九
五
〇
年
度

マ
ナ
ス
ル
遠
征
隊

派
遺
に
開
す
る
件
　
　
　
　
　
棋

會
長
原
案
討
議
の
結
果
別
記

マ
ナ
ス
ル

登
山
準
備
委
員
會
委
員
を
決
定

右
委
員
會
に
於
て
今
後
の
方
針
並
び
に

ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
會
及
び
登
山
賓
行
委
員

會
委
員
を
人
選
決
定
す

る

こ

と

と
す

２
つ
。
２
　
夏
澤
峠
小
合
指
定
の
件
　
成
瀬

信
濃
支
部
よ
り
指
定
の
庭
置
を
な
す
と

と
も
に
同
支
部
に
今
後
の
監
督
を
ゆ
だ

ね
る
こ
と
に
決
定

３
　
倉
敷
紡
績
會
社
山
岳
部
登
山
技
術

講
習
會
講
師
派
遺
報
告
　
　
大
塚

４
　
月
例
会
計
報
告
　
　
　
　
沼
倉

十
月
役
員
穂
會

（十
四
日
）

出
席
者
　
會
長
槙
、
理
事
　
成
瀬
、

渡
邊
、
沼
倉
、
望
月
、
金
坂
、
大
塚

今
村
、
評
議
員
　
沼
井
、
日
高
、
神

谷
、
岩
永
、
村
井
、
入
澤
、
谷
日
、

堀
田
、
監
事
　
石
原
、
林

議
　
事

１
　

一
九
五
四
年
度

マ
ナ
ス
ル
登
山
隊

派
遣
の
準
備
に
開
し
組
織
編
成
の
件
槙

九
月
十
七
日
マ
ナ
ス
ル
登
山
準
備
委
員

會
を
開
催
し
左
記
の
通
リ
ヒ
マ
ラ
ヤ
委

員
委
員
會
及
び
登
山
賓
行
委
員
會
委
員

を
決
定
す
、
別
項
参
照

２
　

一
九
五
四
年
度
海
外
遠
征
外
貨
割

営
て
に
開
す
る
件
　
　
　
　
谷
口

十
月
十
二
日
證
協
國
際
委
員
會
に
於
て

末
年
度
海
外
遠
征
に
要
す
る
外
貨
割
嘗

に
つ
い
て
は
末
る
十
二
月
十
日
迄
に
遠

征
計
豊
並
び
に
所
要
外
貨
を
申
告
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。
依
つ
て
本
會
と
し

て
は
廣
く
各
該
嘗
登
山
圏
證
に
封
し
こ

の
旨
を
通
知
し
本
會
に
於
て
取
ま
と
め

審
議
の
上
、
證
協
國
際
委
員
會
に
申
告

す
る
こ
と
と
す
る
。

３
　
國
證
出
席
本
部
役
員
決
定
の
件
金
坂

槙
會
長
、
日
高
評
議
員
、
成
瀬
、
渡

邊
、
金
坂
各
理
事
、
石
原
監
事

４
　
證
協
史
作
成
に
開
し
本
會
史
料
編

纂
完
成
の
件
報
告
　
　
　
　
沼
井

５
　
パ
キ
ス
タ
ゾ
國
民
登
山
ク
ラ
ブ
よ

り
本
邦
登
山
ク
ラ
ブ
リ
ス
ト
請
求
の

一　
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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